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１ 令和４年度公共事業再評価結果 
 三重県が実施している公共事業の継続の適否について、本年度は、表－１のとおり９事

業について評価を行い、三重県公共事業評価審査委員会の調査審議を受けたところ、９事

業すべてにおいて「事業継続を了承する」との答申をいただきました。また、あわせて、

４事業について付帯意見をいただきました。 

この答申を踏まえ県の対応方針を決定し、「公共事業評価結果における事業方針書」と

してとりまとめました。 

 

令和４年度三重県公共事業再評価審査対象事業一覧表（表―１） 

（※印：付帯意見あり） 

 再評価理由：    ① 事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業 

  ② 事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業 

  ③ 再評価実施後一定期間が経過している事業 

  ④ 社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が 

生じた事業 

 

 

 

 

 

番号 事業名 箇所名 市町名 
採択 

年度 

再評価

理 由 
答申 

対応 

方針 

1 治山事業 東又谷 大台町 H24 ② 継続※ 継続 

2 林道事業 鶴ガ坂線 度会町 H20 ③ 継続※ 継続 

3 河川事業 二級河川 堀切川 鈴鹿市 S63 ③ 継続 継続 

4 河川事業 一級河川 五十鈴川 伊勢市 S24 ③ 継続 継続 

5 河川事業 一級河川 桧尻川 伊勢市 H6 ③ 継続※ 継続 

6 河川事業 一級河川 大内山川 大紀町 S54 ③ 継続 継続 

7 河川事業 二級河川 前川 志摩市 H3 ③ 継続 継続 

8 河川事業 一級河川 木津川 伊賀市 S30 ③ 継続 継続 

9 海岸事業 
的矢港海岸 

（的矢地区） 
志摩市 S61 ③ 継続※ 継続 
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農林水産部の取り組み 

（再評価） 
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治山事業の対応方針について 

［農林水産部］ 

１ 再評価審査対象事業 

 治山事業 １番 東
ひがし

又
また

谷
だに

 

 

２ 委員会意見 

  令和４年７月１５日に開催された第１回三重県公共事業評価審査委員会における審査

の結果、１番については「事業継続の妥当性が認められたことから事業継続を了承す

る。」との答申をいただきました。 

また、あわせて、「事業期間内で終わるよう計画的に進めていただきたい。」との意

見をいただきました。 

 

３ 治山事業の背景 

治山事業は、森林の維持・造成を通じて、山地災害から県民の生命、財産等を守る事

業です。 

三重県は、地形・地質的にも山地に起因する災害が発生しやすい状況にあることから

台風や豪雨などによる災害のたびに大きな被害を受けてきました。 

特に近年は局地的な集中豪雨が多発する傾向にあり、地域住民の山地災害に関する危

機管理意識が高まっています。 

東又谷は、平成２３年９月の台風１２号豪雨により大規模な山腹崩壊が発生し、崩壊

土砂が下流の桧原谷川まで流出しました。この崩壊により荒廃した渓流の復旧を目的に、

治山事業による整備を進めています。 

 

４ 再評価対象事業の対応方針 

  再評価において事業継続の妥当性が確認されたことから、事業効果の早期発現に向

けて事業を継続して実施していきます。 
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５ 事業への対応方針 

５－１ 事業の課題 

当事業現場下流にある人家及び国道 422 号の保全や 1級河川宮川への土砂流出抑制を

図るため治山事業による効果を早期に発現させる必要があります。 

 

５－２ 課題の解決方針 

  今後も年度ごとに優先順位を考慮しながら重点的な予算配分を行い、事業の早期完

了を図ります。 
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林道事業の対応方針について 

［農林水産部］ 

１ 再評価審査対象事業 

 林道事業 ２番 鶴
つる

ガ
が

坂
さか

線
せん

 

 

２ 委員会意見 

  令和４年７月１５日に開催された第１回三重県公共事業評価審査委員会における審査

の結果、２番については「事業継続の妥当性が認められたことから事業継続を了承す

る。」との答申をいただきました。 

また、あわせて、「事業効果の十分な発現のために、早期の事業完成に努められた

い。」との意見をいただきました。 

 

３ 林道事業の背景 

  木材価格の低迷や労働者の高齢化など林業を取り巻く状況が依然として厳しい中、

効率的・安定的な木材生産や適切な森林整備を促進していくためには、その基盤となる

林道の整備が不可欠であり、林道事業では、新規林道の開設、既設林道の改良、舗装な

どに取り組んでいます。 

  鶴ガ坂線は、度会郡度会町の当津地区と中之郷地区の集落間を連絡する骨格的な林

道であり、アクセス条件の改善や機械化の促進などによる森林施業の効率化や木材の輸

送効率の向上を図ることで、利用区域内の森林資源の有効利用や森林整備を促進するこ

とを目的に、整備を進めています。 

 

４ 再評価対象事業の対応方針 

  再評価において事業継続の妥当性が確認されたことから、事業効果の早期発現に向

けて事業を継続して実施していきます。 

 

５ 事業への対応方針 

５－１ 事業の課題 

森林資源の有効活用や森林整備の促進による公益的機能の発揮など、林道整備による

事業効果の十分な発現のために、事業の早期完成を図る必要があります。 
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５－２ 課題の解決方針 

  今後詳細な測量設計を実施していく中で、経済的な線形や工法について検討するな

ど、コスト縮減に努めるとともに、事業予算の重点的な配分により、早期完成をめざし

て事業を進めます。 
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県土整備部の取り組み 

（再評価） 
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河川事業の対応方針について 

［県土整備部］ 

１ 再評価審査対象事業 

 河川事業 ８番 一級河川 木
き

津川
づ が わ

 

 河川事業 ４番 一級河川 五十鈴
い す ず

川
がわ

 

 河川事業 ５番 一級河川 桧
ひのき

尻
じり

川
がわ

 

 河川事業 ６番 一級河川 大内山
おおうちやま

川
がわ

 

 河川事業 ３番 二級河川 堀切
ほりきり

川
がわ

 

 河川事業 ７番 二級河川 前川
まえがわ

 

 

２ 委員会意見 

 令和４年８月１９日に開催された第２回三重県公共事業評価審査委員会および令和４年

９月９日に開催された第３回三重県公共事業評価審査委員会における審査の結果、８番、

４番、５番、６番、３番、７番については「事業継続の妥当性が認められたことから事業

継続を了承する。」との答申をいただきました。 

また、５番については、「工法変更があった箇所については、伊勢という土地柄を考慮

して、関係機関と協議しながら、より一層の景観の配慮に努められたい。」との意見をい

ただきました。 

 

３ 河川事業の背景 

三重県は日本でも有数の多雨地域であり、近年では平成２３年の紀伊半島大水害や

平成２９年の台風第２１号及び令和元年の北勢豪雨などにより、県内各地で浸水被害

が発生しているほか、全国的にも気候変動の影響により激甚化・頻発化する気象災害

により甚大な被害が発生している状況です。 

しなしながら、三重県が管理する河川のうち、要改修区間に対する河川整備率は令

和３年度末時点で約４０％と低く、河川整備の更なる推進が望まれています。 
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４ 再評価対象事業の対応方針 

審査の結果、事業継続の妥当性が確認されたことから、浸水被害軽減を目指して引き続

き実施していきます。 

 

５ 事業への対応方針 

５－１ 事業の課題 

河川整備においては治水や利水だけでなく、その河川の特性や地域の特性に応じた環

境に配慮して事業を進めていますが、５番の一級河川桧尻川の河川事業においては、伊

勢という土地柄や周辺立地の状況から、特に景観への配慮が求められます。 

５－２ 課題の解決方針 

 桧尻川の整備にあたっては、景観行政団体である地元伊勢市と協議しながら、周囲の

景観と馴染む材料の選定を行う等、より一層の景観に配慮した整備を進めていきます。 
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海岸事業の対応方針について 

［ 県土整備部 ］ 

１ 再評価審査対象事業 

  海岸事業 ９番 的
まと

矢港
や こ う

海岸
かいがん

（的
まと

矢
や

地区
ち く

） 

 

２ 委員会意見 

  令和４年９月９日に開催された令和４年度第３回三重県公共事業評価審査委員会にお

ける審査の結果、９番については「事業継続の妥当性が認められたことから事業継続を

了承する。」との答申をいただきました。 

また、あわせて、「事業期間が長期にわたることから事業期間の短縮を図り事業の早

期完成に努められたい。」との意見をいただきました。 

 

３ 海岸事業の背景 

  三重県では、高潮、地震、津波による災害から、県民の生命と財産を守るため、高潮

災害防止のための海岸堤防の整備や、地震・津波対策としての堤防耐震化、粘り強い構

造とする施設整備、計画的な老朽化対策に取り組んでいます。 

  的矢港海岸（的矢地区）は、老朽化による損傷が著しいことから、高潮や高波等によ

り護岸が破堤し、背後の人家密集地域が浸水被害を受ける恐れがあります。 

このため、高潮や高波等による浸水被害から背後地の生命・財産を守ることを目的と

して、護岸の補強及び陸閘の改良を実施しています。 

 

４ 再評価対象事業の対応方針 

  審査の結果、事業継続の妥当性が確認されたことから、整備効果の早期発現に向けて

引き続き実施していきます。 

 

５ 事業への対応方針 

５－１ 事業の課題 

 的矢港海岸（的矢地区）海岸事業については、昭和６１年度から着手しており、事

業期間が長期になっていることが課題です。 
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５－２ 課題の解決方針 

事業期間の短縮に向けて、引き続き、工種ごとの大ロット化による効率的な施工を

実施することでコスト縮減を図るとともに、補正予算の活用等により必要な予算確保

に努めることで、早期完成を目指します。また、事業期間が長期にわたることから、

整備完了区間について、長寿命化計画に基づき、定期的な巡視・点検を実施し、適切

な維持管理を行います。 
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２ 令和４年度公共事業事後評価結果 

 

 三重県が実施した公共事業の効果について、本年度は、表－２のとおり１０事業につい

て評価を行い、三重県公共事業評価審査委員会の調査審議を受けたところ、１０事業すべ

てにおいて「評価結果の妥当性を認める」との答申をいただきました。また、あわせて、

２事業について付帯意見をいただきました。 

この答申を踏まえ県の対応方針を決定し、「公共事業評価結果における事業方針書」と

してとりまとめました。 

 

令和４年度三重県公共事業事後評価審査対象事業一覧表（表－２） 

（※印：付帯意見あり） 

番号 事業名 箇所名 市町名 
採択

年度 

完了

年度 
答申 

事業 

方針 

501 農業農村整備事業 
中南勢・中南勢２期 

(ビーフロード) 

松阪市、多気町 

明和町、大台町 H11 H28 了承 

各部の 

取組の 

とおり 

502 水産基盤整備事業 桃取地区 鳥羽市 H20 H28 了承 

各部の 

取組の 

とおり 

503 道路事業 
国道４７７号 西浦

バイパス 
四日市市 H18 H29 了承 

各部の 

取組の 

とおり 

504 道路事業 
国道１６７号 鵜方

磯部バイパス 
志摩市 S61 H29 了承 

各部の 

取組の 

とおり 

505 砂防事業 松ヶ久保川 津市 H21 H29 了承 

各部の 

取組の 

とおり 
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番号 事業名 箇所名 市町名 
採択

年度 

完了

年度 
答申 

事業 

方針 

506 砂防事業 松の木谷川 津市 H21 H29 了承※ 

各部の 

取組の 

とおり 

507 砂防事業 奥西谷 熊野市 H21 H29 了承 

各部の 

取組の 

とおり 

508 海岸事業 長島地区海岸 桑名市 H19 H29 了承 

各部の 

取組の 

とおり 

509 海岸事業 磯津地区海岸 四日市市 H16 H29 了承 

各部の 

取組の 

とおり 

510 街路事業 

近鉄名古屋線 

川原町駅付近 

（連続立体交差） 

四日市市 H18 H29 了承※ 

各部の 

取組の 

とおり 

 事後評価理由： 事業完了後おおむね５年が経過した事業 
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農林水産部の取り組み 

（事後評価） 
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農業農村整備事業について 

［ 農林水産部 ］ 

 

１ 事後評価審査対象事業 

農業農村整備事業 ５０１番 中南勢
ちゅうなんせい

・中南勢
ちゅうなんせい

２期
 き

（ビーフロード） 

 

２ 委員会意見 

令和４年１２月２０日に開催された第５回三重県公共事業評価審査委員会における審

査の結果、５０１番については「事業の効果については評価結果の妥当性を認める。」

との答申をいただきました。 

 

３ 農業農村整備事業（広域農道整備事業）の背景 

広域農道整備事業は、基幹的な農道を整備することによって、農業の近代化又は農業

生産物の円滑な流通を図ることを目的としています。 

中南勢・中南勢２期地区においては、米、野菜、果樹、畜産など多様な農業生産団地

が分布しています。しかしながら、生産団地から出荷所等へ向かう道路網が未整備であ

ることから、農産物流通と農業生産活動の活性化を目的に道路整備を進め、平成２８年

度に完了しています。 

 

４ 事業への対応方針 

４－１ 事業の課題 

 アンケート調査結果により、本農道が整備されたことによる交通事故の発生を危惧

した交通安全施設等の設置や、道路沿いの草や枝の伐採など道路維持管理に関する意

見がありました。 

 

４－２ 課題の解決方針 

今後も道路管理者である市町に対して、基幹的な農道としての効果が十分に発揮さ

れるよう関係する事業制度の情報提供を行うなど必要な対応に努めてまいります。 
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水産基盤整備事業について 

[ 農林水産部 ] 

１ 事後評価審査対象事業 

 水産基盤整備事業 ５０２番 桃
もも

取
とり

地区 

 

２ 委員会意見 

 令和４年１２月２０日に開催された第５回三重県公共事業評価審査委員会における

審査の結果、「事業の効果については評価結果の妥当性を認める」との答申をいただき

ました。 

 

３ 水産基盤整備事業の背景 

 水産基盤整備事業は、水産資源の持続的利用と国民のニーズに的確に対応した水産物

の安定供給及び水産資源の生息環境の保全・創造を目的としており、なかでも漁港関連

道の整備は水産物の輸送に重要な役割を果たしています。 

本地区においては、計画策定当時、島を東西に横断する現道は道幅が狭いうえカーブ

が多く、水産物の輸送に多くの時間やコストがかかっており、水産物を効率的に輸送で

きる道路の整備が求められていたところです。 

このことから、流通・輸送面でのコストを低減し、地域水産業の安定と活性化を目的

に、その基幹となる道路を整備したものです。 

 

４ 事業への対応方針 

４－１ 事業の課題 

 関連道における除草や清掃等の維持管理が負担となっている。 

４－２課題の解決方針 

 今後、事業計画を策定する際には、事業完了後の維持管理が軽減される工法の検討

を行うとともに、事業完了後の道路管理者である市町と連携して策定に取り組んでい

きます。 
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県土整備部の取り組み 

（事後評価） 
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道路事業について 

［ 県土整備部 ］ 

 

１ 事後評価審査対象事業 

道路事業   ５０３番 国道４７７号 西浦
にしうら

バイパス 

５０４番 国道１６７号 鵜方
う が た

磯部
い そ べ

バイパス 

 

２ 委員会意見 

令和４年１２月２０日に開催された第５回三重県公共事業評価審査委員会における 

審査の結果、５０３番、５０４番については「事業の効果については評価結果の妥当性

を認める。」との答申をいただきました。 

 

３ 道路事業の背景 

県管理道路については、高速道路や国が管理する国道を補完し、地域間交流を促進 

する幹線道路ネットワークの拡充、災害時の救助活動や物資輸送を担う緊急輸送道路の 

整備および観光復興を支えるアクセス道路の整備を進めるとともに、身近な生活道路に  

おいて車両のすれ違いが困難な箇所の解消などの整備を進めています。 

 

４ 事業への対応方針 

４－１ 事業の課題 

 ５０３番について 

アンケート調査結果により、多くの回答者から河川外にルートが変更され、大雨時

などに安全に通行できるようになったなど、好評をいただいた一方で、アンダーパス

を自動車が通る際に大きい音がするなどの意見をいただきました。 

５０４番について 

アンケート調査結果により、多くの回答者から車道が広くなり自動車などの運転

がしやすくなったり、走行時間が短縮したなど、好評をいただいた一方で、土橋 

交差点において、交通渋滞が発生しているなどの意見をいただきました。 
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４－２ 課題の解決方針 

 ５０３番について 

アンダーパスの騒音は、グレーチング蓋のがたつきが原因であったため、蓋を固定

するボルトを締め直し、騒音を抑制する対策を行いました。今後も日々のパトロール

業務の中で蓋の状況を確認するなど、適切に維持管理を行い、騒音防止に努めていき 

ます。 

５０４番について 

土橋交差点においては、伊勢・鳥羽方面から志摩市街方面への右折車両が多く、

１回の青信号で右折できずに残った車両が右折レーンを超え直進車両の通行を阻害

して、交通渋滞が発生していました。これを解消するために、右折レーンを伸ばす

対策工事を実施しました。今後は、対策の効果を確認し、交通渋滞が解消しない 

場合は、右折矢印信号の青時間の延長について交通管理者と協議していきます。 
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砂防事業について 

［県土整備部］ 

１ 事後評価審査対象事業 

 砂防事業 ５０５番 松ヶ
ま つ が

久保川
く ぼ が わ

 

      ５０６番 松の木
ま つ の き

谷川
たにかわ

 

      ５０７番 奥
おく

西谷
にしたに

 

 

２ 委員会意見 

  令和４年１０月１８日に開催された第４回三重県公共事業評価審査委員会における審

査の結果、５０５番、５０６番、５０７番については「事業の効果については評価結果

の妥当性を認める。」との答申をいただきました。 

また、あわせて、５０６番については、「本事業の効果について、地域住民に十分理

解されるよう努められたい。」との意見をいただきました。 

 

３ 砂防事業の背景 

  砂防事業は、斜面が崩れ渓流に堆積した土砂が、大雨時に川の水とともに一気に流れ

出す土石流から人家や公共施設等を保全することを目的とし、砂防設備を整備する事業

です。 

  松ヶ久保川、松の木谷川、奥西谷は土砂災害警戒区域等に指定されており、被害想定

区域内には人家や道路等があります。当渓流は荒廃が著しく、降雨等により土石流が発

生した場合に人家や公共施設に甚大な被害を及ぼす恐れがあることから、土砂災害を未

然に防止するため、砂防堰堤を整備しました。 

 

４ 事業への対応方針 

４－１ 事業の課題 

松の木谷川砂防堰堤の地域住民へのアンケートにより、堰堤が整備されたにもかかわ

らず、４割以上の方が安心して暮らせるようになったとは思っていないという事が判明

しました。 
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４－２ 課題の解決方針 

 ・地域住民に向け、砂防堰堤の整備が土砂災害を未然に防止した効果事例の情報発信を

行い、本事業の施設効果を理解していただけるように努めていきます。 

・安心安全につなげるためには実効性のある警戒避難体制の確立が重要であるため、体

制整備の主体である市を支援するなど、ソフト対策も進めていきます。 
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海岸事業の対応方針について 

［ 県土整備部 ］ 

１ 事後評価審査対象事業 

  海岸事業 ５０８番 長島
ながしま

地区
ち く

海岸
かいがん

 

       ５０９番 磯津
い そ づ

地区
ち く

海岸
かいがん

 

 

２ 委員会意見 

  令和４年９月９日に開催された令和４年度第３回三重県公共事業評価審査委員会にお

ける審査の結果、５０８番、５０９番については「事業の効果については評価結果の妥

当性を認める。」との答申をいただきました。 

 

３ 海岸事業の背景 

  三重県では、高潮、地震、津波による災害から、県民の生命と財産を守るため、高潮

災害防止のための海岸堤防の整備や、地震・津波対策としての堤防耐震化、粘り強い構

造とする施設整備、計画的な老朽化対策に取り組んでいます。 

  長島地区海岸は、地震による堤防の崩壊・沈下を防ぎ、その後の津波・高波・高潮か

ら背後地の生命・財産を守ることを目的として、堤防の耐震補強や波返しの整備を実施

しました。 

磯津地区海岸は、高潮や高波等から背後地の生命・財産を守ることを目的として、堤

防の補強による老朽化対策、地盤改良による地震対策及び離岸堤の整備と養浜による侵

食対策を実施しました。 

 

４ 事業への対応方針 

４－１ 事業の課題 

 長島地区海岸と磯津地区海岸において、地域住民等を対象にアンケート調査を行っ

たところ、整備した施設の維持管理を求める意見や施設整備によって安心感が増した

といった意見をいただきました。 
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４－２ 課題の解決方針 

施設の整備効果が十分に発揮されるよう、長寿命化計画に基づき、定期的な巡視・

点検を実施し、適切な維持管理を行います。 
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街路事業について 

［ 県土整備部 ］ 

 

 

１ 事後評価審査対象事業 

街路事業   ５１０番 近鉄
きんてつ

名古屋
な ご や

線
せん

川原
か わ ら

町駅
まちえき

付近
ふ き ん

（連続
れんぞく

立体
りったい

交差
こ う さ

） 

 

２ 委員会意見 

令和４年１２月２０日に開催された第５回三重県公共事業評価審査委員会における審

査の結果、５１０番については「事業の効果については評価結果の妥当性を認める。」

との答申をいただきました。 

また、「新たに発生した川原町駅付近の交通不安などの課題について、地元自治体、

関係機関等と協議を行い解決に努められたい。」との意見をいただきました。 

 

３ 街路事業の背景 

街路事業は、都市における円滑な交通機能の確保及び公共空間を備えた良好な市街地

の形成を図ることにより、安全で円滑な都市生活と機能的な都市活動に寄与することを

目的とし、市街地の都市計画決定された道路を整備する事業です。 

  近鉄名古屋線川原町駅付近の連続立体交差事業は、鉄道高架化による一体的なまちづ

くりと踏切除去と道路拡幅による安全で円滑な交通の確保に向け整備を進め、令和２年

度に完了しています。 

 

４ 事業への対応方針 

４－１ 事業の課題 

 整備後新たに発生した近鉄名古屋線川原町駅付近の交通不安に対しては、行政と地

域住民等が一体となり、解決に向け取り組んでいく必要があります。 
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４－２ 課題の解決方針 

 (都)川原町駅前線の整備後に交通量が増え、車のスピードが速くなったことによる

道路横断者への配慮については、当該市道が通過交通は比較的少ないものの周辺住民

の利用する生活道路でもあることから、所管する四日市南警察署に速度取り締まり強

化の要望を道路管理者である四日市市とともに行いました。 

また、新たに整備された駅前ロータリーを利用せずに当該市道路肩に路上駐車によ

り送迎している車が多く、歩行者が見えづらくて危ないとの課題については、改めて

現地調査を行ったところ、駐停車が禁止されている横断歩道部周辺に一定数見受けら

れることを確認しました。このことから所管する四日市南警察署に協議を行ったとこ

ろ、以前より所管する駐在所により注意喚起を行っているとの情報を得ましたので、

引き続き注意喚起及び取り締まりの継続を道路管理者である四日市市とともに要望し

ました。 
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凡例  

● 再評価実施個所 

● 事後評価実施個所 

8 河川事業（一級河川 木津川） 

２ 林道事業（鶴ガ坂線） 

1 治山事業（東又谷） 

令 和 ４ 年 度  三 重 県 公 共 事 業 評 価 審 査 対 象 事 業 位 置 図 

503 道路事業（国道４７７号 西浦バイパス） 

5 河川事業（一級河川 桧尻川） 

３ 河川事業（二級河川 堀切川） 

4 河川事業（一級河川 五十鈴川） 

505 砂防事業（松ヶ久保川） 

510 街路事業（近鉄名古屋線川原町駅付近（連続立体交差）） 

6 河川事業（一級河川 大内山川） 

7 河川事業（二級河川 前川） 

508 海岸事業（長島地区海岸） 

9 海岸事業（的矢港海岸（的矢地区）） 

506 砂防事業（松の木谷川） 

509 海岸事業（磯津地区海岸） 

507 砂防事業（奥西谷） 

502 水産基盤整備事業（桃取地区） 

501 農業農村整備事業（中南勢・中南勢２期（ビーフロード）） 

504 道路事業（国道 167 号 鵜方磯部バイパス） 
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2
）

県
管

理
区

間
延

長
（
km

）

木
津

川
1
7
6
.3

2
4
.2

服
部

川
1
0
4
.0

2
2
.3

川
上

ダ
ム

建
設

事
業

上
野

遊
水

地
事

業

③

34



９
番

海
岸

事
業

的
矢

港
海

岸
（
的

矢
地

区
）

位
置

図

的
矢

港
海

岸
（
的

矢
地

区
）

35



事
業
箇
所

５
０
１
番
農
業
農
村
整
備
事
業
中
南
勢
・
中
南
勢
２
期
（
ビ
ー
フ
ロ
ー
ド
）
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既
設
道
路

答
志
関
連
道

資
料
：
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
地
図
よ
り
作
成事
業
箇
所

事
業
箇
所

起
点
：
県
道
7
5
9
号終
点
：
第
1
種
舟
越
漁
港
内
臨
港
道
路

桃
取
漁
港

答
志
漁
港

和
具
漁
港

舟
越
漁
港

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
区
域
図

５
０
２
番
水
産
基
盤
整
備
事
業
桃
取
地
区
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５
０
３
番
道
路
事
業
国
道
４
７
７
号
西
浦
バ
イ
パ
ス

国
道
4
7
7
号

西
浦
バ
イ
パ
ス

延
⾧
0
.4
6
km

国
道
4
7
7
号

西
浦
バ
イ
パ
ス

延
⾧
0
.4
6
km

N

事
業
箇
所
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５
０
４
番
道
路
事
業
国
道
１
６
７
号
鵜
方
磯
部
バ
イ
パ
ス

国
道
１
６
７
号

総
延
⾧
約
４
９
㎞

志
摩
市

南
伊
勢
町

伊
勢
市

鳥
羽
市

終
点
:
伊
勢
市
通
町

起
点
:
志
摩
市
阿
児
町

1
6
7

2
3

2
6
0

1
7

赤
松
ケ
谷

交
差
点

あ
か
ま
つ
が
だ
に

高
塚

交
差
点

た
か
つ
か

3
2

1
2
8

1
6

出
典
:
国
土
地
理
院
地
理
院
地
図
を
加
工
し
て
作
成

事
業
箇
所

N

国
道
1
6
7
号

鵜
方
磯
部
バ
イ
パ
ス

延
⾧
7
.6
5
km

国
道
1
6
7
号

鵜
方
磯
部
バ
イ
パ
ス

延
⾧
7
.6
5
km
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５
０
５
番
砂
防
事
業
松
ヶ
久
保
川

位
置
図

松
ヶ
久
保
川
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５
０
６
番
砂
防
事
業
松
の
木
谷
川

位
置
図

松
の
木
谷
川
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５
０
７
番
砂
防
事
業
奥
西
谷

位
置
図

奥
西
谷
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５
０
８
番
海
岸
事
業
長
島
地
区
海
岸

位
置
図

長
島
地
区
海
岸
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５
０
９
番
海
岸
事
業
磯
津
地
区
海
岸

位
置
図

磯
津
地
区
海
岸
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近
鉄
名
古
屋
線
川
原
町
駅
付
近

（
連
続
立
体
交
差
）

延
⾧

Ｌ
＝
4
6
0
m

除
去
踏
切

Ｎ
=
4
箇
所

近
鉄
名
古
屋
線
川
原
町
駅
付
近

（
連
続
立
体
交
差
）

延
⾧

Ｌ
＝
4
6
0
m

除
去
踏
切

Ｎ
=
4
箇
所

四
日
市
IC

東
員
IC

菰
野
IC

み
え
川
越
IC

JR
四
日
市
駅

桑
名
駅

近
鉄
川
原
町
駅

近
鉄
四
日
市
駅

５
１
０
番
街
路
事
業
近
鉄
名
古
屋
線
川
原
町
駅
付
近
（
連
続
立
体
交
差
）

事
業
箇
所

N
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（
添

付
フ

ァ
イ

ル
　

第
8
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

採
択

年
総

事
業

費
進

捗
率

～
工

事
費

進
捗

率

目
標

年
用

地
費

進
捗

率

【
全

体
事

業
概

要
】

谷
止

工
(コ

ン
ク

リ
ー

ト
)2

基
谷

止
工

(鋼
製

ス
リ

ッ
ト

)1
基

谷
止

工
(イ

ン
セ

ム
)1

基
流

路
工

(床
固

工
2
基

含
む

)
2
7
3
.3

ｍ
植

栽
工

1
.4

ｈ
ａ

H
2
4

1
,3

0
0

7
1
.6

%

～
1
,3

0
0

7
1
.6

%

R
7

-
-

令
和

４
年

度
三

重
県

公
共

事
業

再
評

価
箇

所
一

覧
表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

再 評 価 の 理 由

全
体

事
業

概
要

と
目

的

事
業

進
捗

状
況

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
動

向

費
用

対
便

益
分

析
結

果
・
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

・
代

替
案

の
検

討
　

等
今

後
の

事
業

の
見

通
し

委
員

会
意

見
概

要

対 応 方 針

事
業

方
針

概
要

事
業

進
捗

内
容

治 山 事 業

1
東 又 谷

大 台 町

継
続

今
後

も
年

度
ご

と
に

優
先

順
位

を
考

慮
し

な
が

ら
重

点
的

な
予

算
配

分
を

行
い

、
事

業
の

早
期

完
了

を
図

り
ま

す
。

【
事

業
目

的
】

平
成

2
3
年

9
月

台
風

1
2
号

の
豪

雨
に

と
も

な
い

山
腹

崩
壊

が
発

生
し

、
大

量
の

不
安

定
土

砂
が

渓
流

に
堆

積
し

た
た

め
、

不
安

定
土

砂
の

移
動

抑
止

、
山

腹
斜

面
の

山
脚

固
定

、
流

木
の

捕
捉

及
び

渓
岸

侵
食

の
防

止
を

目
的

と
し

て
治

山
事

業
を

行
う

。

注
：
再

評
価

理
由

　
　

①
事

業
採

択
後

５
年

間
を

経
過

し
た

時
点

で
未

着
工

の
事

業
　

　
②

事
業

採
択

後
一

定
期

間
を

経
過

し
た

時
点

で
継

続
中

の
事

業
　

　
③

再
評

価
実

施
後

一
定

期
間

が
経

過
し

て
い

る
事

業
　

　
④

社
会

経
済

情
勢

の
急

激
な

変
化

等
に

よ
り

再
評

価
を

実
施

す
る

必
要

が
生

じ
た

事
業

②

【
施

工
済

み
】

谷
止

工
(コ

ン
ク

リ
ー

ト
)1

基
谷

止
工

(鋼
製

ス
リ

ッ
ト

)1
基

谷
止

工
(イ

ン
セ

ム
)1

基
流

路
工

(床
固

工
1
基

含
む

)2
3
9
.7

ｍ
植

栽
工

0
.8

ｈ
ａ

　
近

年
異

常
気

象
に

よ
る

災
害

が
日

本
各

地
で

頻
発

し
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

地
域

住
民

の
降

雨
災

害
に

関
す

る
危

機
管

理
意

識
が

高
ま

っ
て

お
り

、
当

事
業

の
早

期
完

了
が

強
く
望

ま
れ

て
い

る

【
費

用
対

効
果

】
総

便
益

(B
) 

1
,7

8
7
百

万
円

総
費

用
(C

) 
1
,3

7
6
百

万
円

分
析

結
果

(B
/
C

) 
  

1
.3

0

【
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

】
東

又
谷

支
流

の
不

安
定

土
砂

が
異

常
堆

積
し

た
区

間
に

施
工

す
る

谷
止

工
・
床

固
工

に
つ

い
て

、
現

地
の

不
安

定
土

砂
を

中
詰

材
と

し
て

利
用

す
る

イ
ン

セ
ム

工
法

を
採

用
し

、
コ

ス
ト

縮
減

及
び

不
安

定
土

砂
の

有
効

活
用

を
図

っ
て

い
る

【
代

替
案

の
検

討
】

代
替

案
と

し
て

、
土

砂
撤

去
が

考
え

ら
る

が
、

期
間

が
長

期
に

わ
た

り
、

残
土

処
理

場
の

確
保

が
現

実
的

に
困

難
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
本

事
業

を
実

施
し

て
い

く
以

外
に

代
替

案
は

な
い

。

コ
ス

ト
縮

減
と

環
境

配
慮

に
努

め
な

が
ら

早
期

完
成

を
目

指
し

、
事

業
を

継
続

す
る

。

事
業

継
続

の
妥

当
性

が
認

め
ら

れ
た

こ
と

か
ら

事
業

継
続

を
了

承
す

る
。

事
業

期
間

内
で

終
わ

る
よ

う
計

画
的

に
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
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（
第
8
号
様
式
）

（
単
位
：
百
万
円
）

採
択
年

総
事
業
費
進
捗
率

～
工
事
費
進
捗
率

目
標
年
用
地
費
進
捗
率

H
2
0

8
6
2
5
5
.3
%

～
8
6
2
5
5
.3
%

【
事
業
目
的
】

　
地
域
の
林
業
基
盤
施
設
と
し

て
、
当
津
地
区
と
中
之
郷
地
区

の
集
落
間
を
連
絡
す
る
骨
格
的

な
林
道
を
整
備
し
、
森
林
施
業

の
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
森

林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
高
度

発
揮
に
資
す
る
と
と
も
に
、
効
率

的
な
施
業
や
生
産
・
流
通
体
制

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

開
設
す
る
。

R
9

-
-

※
　
記
載
注
意

　
１
　
事
業
名
、
番
号
、
箇
所
名
、
市
町
名
、
再
評
価
の
理
由
は
、
第
２
号
様
式
に
準
じ
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
　
全
体
事
業
概
要
と
目
的
は
、
説
明
資
料
か
ら
要
旨
の
み
を
抜
粋
し
、
可
能
な
限
り
箇
条
書
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。
全
体
事
業
費
(計
画
)を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
３
　
採
択
年
度
、
目
標
年
度
は
、
英
字
半
角
大
文
字
、
数
字
半
角
文
字
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
　
総
事
業
費
、
工
事
費
、
用
地
費
は
現
在
の
進
捗
の
費
用
を
百
万
円
単
位
で
記
載
し
、
数
字
半
角
文
字
と
し
ま
す
。

　
５
　
進
捗
率
は
、
％
と
し
ま
す
。

　
６
　
事
業
進
捗
内
容
は
、
再
評
価
の
当
年
度
以
前
に
実
施
し
た
事
業
内
容
と
次
年
度
以
降
に
実
施
す
る
予
定
の
事
業
内
容
を
可
能
な
限
り
箇
条
書
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
７
　
事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
、
費
用
便
益
分
析
結
果
、
コ
ス
ト
縮
減
の
可
能
性
、
代
替
案
の
検
討
等
は
、
説
明
資
料
か
ら
要
旨
の
み
を
抜
粋
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
度
三
重
県
公
共
事
業
再
評
価
箇
所
一
覧
表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

再 評 価 の 理 由

全
体
事
業
概
要
と
目
的

事
業
進
捗
状
況

事
業
を
巡
る
社
会
経

済
情
勢
等
の
動
向

費
用
対
便
益
分
析
結

果
・
コ
ス
ト
縮
減
の
可

能
性
・
代
替
案
の
検
討

等

今
後
の
事
業
の
見
通
し
委
員
会
意
見
概
要

対 応 方 針

事
業
方
針
概
要

事
業
進
捗
内
容

林 道 事 業

2

鶴 ガ 坂 線

度 会 町
③

継
続

今
後
詳
細
な
測
量
設
計
を

実
施
し
て
い
く
中
で
、
経
済

的
な
線
形
や
工
法
に
つ
い

て
検
討
す
る
な
ど
、
コ
ス
ト

縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

事
業
予
算
の
重
点
的
な
配

分
に
よ
り
、
早
期
完
成
を

め
ざ
し
て
事
業
を
進
め
ま

す
。

注
：
再
評
価
理
由

　
　
①
事
業
採
択
後
５
年
間
を
経
過
し
た
時
点
で
未
着
工
の
事
業

　
　
②
事
業
採
択
後
一
定
期
間
を
経
過
し
た
時
点
で
継
続
中
の
事
業

　
　
③
再
評
価
実
施
後
一
定
期
間
が
経
過
し
て
い
る
事
業

　
　
④
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
等
に
よ
り
再
評
価
を
実
施
す
る
必
要
が
生
じ
た
事
業

【
全
体
事
業
概
要
】

全
体
事
業
費
:1
,5
6
0
百
万
円

延
長
:8
,3
5
0
m

幅
員
:4
.0
m

利
用
区
域
面
積
:3
8
9
h
a

延
長
:4
,8
6
6
m

　
度
会
町
で
は
、
令
和

１
２
年
度
を
目
標
年
度

と
す
る
第
７
次
度
会
町

総
合
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
前
期
基
本
計
画

の
目
標
４
（
地
域
の
文

化
と
産
業
を
活
か
す

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
推

進
）
に
お
い
て
、
「
農
林

業
生
産
基
盤
の
整

備
」
を
あ
げ
て
お
り
、

そ
の
主
な
取
り
組
み
と

し
て
林
道
お
よ
び
作

業
路
網
の
整
備
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
費
用
対
便
益
分
析
結

果
】

B
/
C
=
２
１
億
５
２
百
万

円
/
１
８
億
４
７
百
万
円

=
1
.1
7

【
コ
ス
ト
縮
減
】

地
形
に
沿
っ
た
波
形
線

形
の
採
用
や
、
路
肩
の

縮
減
、
土
工
量
の
削
減

に
よ
り
、
コ
ス
ト
縮
減
を

図
る
。

【
代
替
案
】

当
路
線
の
利
用
区
域

内
の
森
林
整
備
を
図

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
林
道
を
開
設
す

る
以
外
に
代
替
案
は

な
い
。

コ
ス
ト
縮
減
と
環
境
配

慮
に
勤
め
な
が
ら
、
早

期
完
成
を
目
指
し
、
事

業
を
継
続
す
る
。

事
業
継
続
の
妥
当

性
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
事
業
継

続
を
了
承
す
る
。

事
業
効
果
の
十
分

な
発
現
の
た
め

に
、
早
期
の
事
業

完
成
に
努
め
ら
れ

た
い
。
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（
第

8
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

採
択

年
総

事
業

費
進

捗
率

～
工

事
費

進
捗

率

目
標

年
用

地
費

進
捗

率

H
2
9

1
5
,8

3
4

3
%

～
1
5
,4

7
2

3
%

【
事

業
目

的
】

浸
水

被
害

を
軽

減
す

る
た

め
、

掘
削

、
引

堤
及

び
築

堤
、

護
岸

工
、

横
断

工
作

物
の

改
築

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

流
下

能
力

を
増

大
さ

せ
る

と
と

も
に

、
高

潮
被

害
防

止
の

た
め

に
、

水
門

や
排

水
機

場
の

整
備

を
実

施
し

、
治

水
安

全
度

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

R
2
8

3
6
2

2
%

※
　

記
載

注
意

　
１

　
事

業
名

、
番

号
、

箇
所

名
、

市
町

名
、

再
評

価
の

理
由

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
　

２
　

全
体

事
業

概
要

と
目

的
は

、
説

明
資

料
か

ら
要

旨
の

み
を

抜
粋

し
、

可
能

な
限

り
箇

条
書

き
と

し
て

く
だ

さ
い

。
全

体
事

業
費

(計
画

)を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
　

３
　

採
択

年
度

、
目

標
年

度
は

、
英

字
半

角
大

文
字

、
数

字
半

角
文

字
と

し
て

く
だ

さ
い

。
　

４
　

総
事

業
費

、
工

事
費

、
用

地
費

は
現

在
の

進
捗

の
費

用
を

百
万

円
単

位
で

記
載

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
　

５
　

進
捗

率
は

、
％

と
し

ま
す

。
　

６
　

事
業

進
捗

内
容

は
、

再
評

価
の

当
年

度
以

前
に

実
施

し
た

事
業

内
容

と
次

年
度

以
降

に
実

施
す

る
予

定
の

事
業

内
容

を
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
　

７
　

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

費
用

便
益

分
析

結
果

、
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

、
代

替
案

の
検

討
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

4
年

度
三

重
県

公
共

事
業

再
評

価
箇

所
一

覧
表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

再 評 価 の 理 由

全
体

事
業

概
要

と
目

的

事
業

進
捗

状
況

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
動

向
費

用
対

便
益

分
析

結
果

・
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

・
代

替
案

の
検

討
　

等
今

後
の

事
業

の
見

通
し

委
員

会
意

見
概

要

対 応 方 針

事
業

方
針

概
要

事
業

進
捗

内
容

河 川 事 業

3

二 級 河 川 堀 切 川 　 河 川 事 業

鈴 鹿 市
③

【
全

体
事

業
概

要
】

全
体

事
業

費
　

1
5
,8

3
4
百

万
円

計
画

延
長

　
（
堀

切
川

）
　

　
L
=
3
,9

7
0
m

　
（
釜

屋
川

）
　

　
L
=
7
2
0
m

・
築

堤
　

L
=
1
,0

0
0
m

・
掘

削
　

V
=1

0
9
,2

3
0
m

3
・
引

堤
　

L
=
4
5
0
m

・
護

岸
工

　
A

=2
3
,3

5
0
m

2
・
樋

門
・
樋

管
　

N
=
2
7
基

・
橋

梁
　

N
=
4
橋

・
ポ

ン
プ

増
強

　
N

=
2
基

審
査

の
結

果
、

事
業

継
続

の
妥

当
性

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
浸

水
被

害
軽

減
を

目
指

し
て

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

注
：
再

評
価

理
由

　
　

①
事

業
採

択
後

５
年

間
を

経
過

し
た

時
点

で
未

着
工

の
事

業
　

　
②

事
業

採
択

後
一

定
期

間
を

経
過

し
た

時
点

で
継

続
中

の
事

業
　

　
③

再
評

価
実

施
後

一
定

期
間

が
経

過
し

て
い

る
事

業
　

　
④

社
会

経
済

情
勢

の
急

激
な

変
化

等
に

よ
り

再
評

価
を

実
施

す
る

必
要

が
生

じ
た

事
業

【
実

施
事

業
内

容
】

・
引

堤
　

L
=
7
0
m

【
以

降
事

業
内

容
】

・
築

堤
　

L
=
1
,0

0
0
m

・
掘

削
　

V
=1

0
9
,2

3
0
m

3
・
引

堤
　

L
=
3
8
0
m

・
護

岸
工

　
A

=2
3
,3

5
0
m

2
・
樋

門
・
樋

管
　

N
=
2
7
基

・
橋

梁
　

N
=
4
橋

・
ポ

ン
プ

増
強

　
N

=
2
基

三
重

県
を

縦
断

す
る

国
道

2
3

号
や

近
鉄

名
古

屋
線

が
流

域
を

横
断

し
て

お
り

、
交

通
網

が
集

中
す

る
地

域
で

あ
り

、
過

去
の

浸
水

実
績

の
発

生
状

況
お

よ
び

想
定

氾
濫

区
域

内
の

人
口

及
び

資
産

状
況

か
ら

、
依

然
と

し
て

事
業

の
必

要
性

が
高

い
状

況
で

す
。

近
年

（
平

成
1
6
年

、
平

成
2
4

年
）
、

浸
水

被
害

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
も

、
早

期
に

治
水

安
全

度
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

望
ま

れ
て

い
ま

す
。

①
地

盤
高

デ
ー

タ
を

最
新

の
デ

ー
タ

に
更

新
し

、
評

価
メ

ッ
シ

ュ
を

細
分

化
し

た
こ

と
に

よ
り

、
浸

水
深

が
増

加
し

た
結

果
、

費
用

便
益

比
（
B

/
C

）
が

増
加

す
る

結
果

と
な

り
ま

し
た

。
②

河
道

幅
に

余
裕

の
あ

る
箇

所
に

お
け

る
干

潟
の

保
全

を
行

い
ま

す
。

③
河

川
の

改
修

計
画

の
手

法
に

対
す

る
代

替
案

に
は

、
『
ダ

ム
案

』
、

『
遊

水
地

案
』
が

あ
り

ま
す

が
、

『
ダ

ム
案

』
は

流
域

の
大

部
分

が
平

地
で

あ
り

、
上

流
域

の
丘

陵
地

は
土

地
利

用
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

ダ
ム

の
適

地
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
た

 『
遊

水
地

案
』
は

流
域

平
地

部
は

土
地

利
用

が
進

み
、

農
地

の
中

に
は

集
落

も
点

在
し

て
お

り
、

広
大

な
敷

地
を

確
保

す
る

に
は

、
用

地
の

取
得

や
移

転
補

償
が

必
要

と
な

り
、

社
会

的
影

響
が

大
き

く
、

設
置

は
困

難
で

す
。

過
去

か
ら

河
道

改
修

を
進

め
て

き
た

実
績

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

河
道

改
修

が
妥

当
と

考
え

て
い

ま
す

。

治
水

安
全

度
の

向
上

の
た

め
、

継
続

し
て

事
業

の
推

進
を

図
り

ま
す

。

令
和

2
8
年

度
の

完
成

を
目

標
と

し
て

、
引

き
続

き
整

備
を

進
め

ま
す

。

事
業

継
続

の
妥

当
性

が
認

め
ら

れ
た

こ
と

か
ら

事
業

継
続

を
了

承
す

る
。

継
続

48



（
第

8
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

採
択

年
総

事
業

費
進

捗
率

～
工

事
費

進
捗

率

目
標

年
用

地
費

進
捗

率

H
2
9

5
,6

6
4

1
0
%

～
2
,2

2
7

2
4
%

【
事

業
目

的
】

浸
水

被
害

軽
減

の
た

め
、

護
岸

整
備

や
河

道
掘

削
な

ど
の

河
川

改
修

に
よ

り
流

下
能

力
を

増
大

さ
せ

、
治

水
安

全
度

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
R

2
8

6
8
5

3
%

※
　

記
載

注
意

　
１

　
事

業
名

、
番

号
、

箇
所

名
、

市
町

名
、

再
評

価
の

理
由

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
　

２
　

全
体

事
業

概
要

と
目

的
は

、
説

明
資

料
か

ら
要

旨
の

み
を

抜
粋

し
、

可
能

な
限

り
箇

条
書

き
と

し
て

く
だ

さ
い

。
全

体
事

業
費

(計
画

)を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
　

３
　

採
択

年
度

、
目

標
年

度
は

、
英

字
半

角
大

文
字

、
数

字
半

角
文

字
と

し
て

く
だ

さ
い

。
　

４
　

総
事

業
費

、
工

事
費

、
用

地
費

は
現

在
の

進
捗

の
費

用
を

百
万

円
単

位
で

記
載

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
　

５
　

進
捗

率
は

、
％

と
し

ま
す

。
　

６
　

事
業

進
捗

内
容

は
、

再
評

価
の

当
年

度
以

前
に

実
施

し
た

事
業

内
容

と
次

年
度

以
降

に
実

施
す

る
予

定
の

事
業

内
容

を
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
　

７
　

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

費
用

便
益

分
析

結
果

、
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

、
代

替
案

の
検

討
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

4
年

度
三

重
県

公
共

事
業

再
評

価
箇

所
一

覧
表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

再 評 価 の 理 由

全
体

事
業

概
要

と
目

的

事
業

進
捗

状
況

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
動

向
費

用
対

便
益

分
析

結
果

・
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

・
代

替
案

の
検

討
　

等
今

後
の

事
業

の
見

通
し

委
員

会
意

見
概

要

対 応 方 針

事
業

方
針

概
要

事
業

進
捗

内
容

河 川 事 業

4

一 級 河 川 五 十 鈴 川 　 河 川 事 業

伊 勢 市
③

【
全

体
事

業
概

要
】

全
体

事
業

費
　

5
,6

6
4
百

万
円

計
画

延
長

　
（
五

十
鈴

川
）
　

　
L
=
3
,6

0
0
m

・
築

堤
　

V
=
5
,1

2
0
m

3
・
掘

削
　

V
=
4
9
,8

0
0
m

3
・
護

岸
工

　
L
=
7
,0

4
0
m

・
橋

梁
　

N
=
2
橋

・
堰

　
N

=
1
基

審
査

の
結

果
、

事
業

継
続

の
妥

当
性

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
浸

水
被

害
軽

減
を

目
指

し
て

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

注
：
再

評
価

理
由

　
　

①
事

業
採

択
後

５
年

間
を

経
過

し
た

時
点

で
未

着
工

の
事

業
　

　
②

事
業

採
択

後
一

定
期

間
を

経
過

し
た

時
点

で
継

続
中

の
事

業
　

　
③

再
評

価
実

施
後

一
定

期
間

が
経

過
し

て
い

る
事

業
　

　
④

社
会

経
済

情
勢

の
急

激
な

変
化

等
に

よ
り

再
評

価
を

実
施

す
る

必
要

が
生

じ
た

事
業

【
実

施
事

業
内

容
】

・
掘

削
　

V
=
　

3
,1

0
0
m

3
・
護

岸
　

L
=
　

4
9
0
m

【
以

降
事

業
内

容
】

・
築

堤
　

V
=
　

5
,1

2
0
m

3
・
掘

削
　

V
=
　

4
6
,7

0
0
m

3
・
護

岸
工

　
L
=
　

6
,5

5
0
m

・
橋

梁
　

N
=
　

2
橋

・
堰

　
N

=
　

1
基

　
流

域
に

は
国

道
2
3
号

・
国

道
4
2
号

・
J
R

参
宮

線
・
近

鉄
鳥

羽
線

等
の

こ
の

地
方

の
根

幹
を

な
す

交
通

網
の

拠
点

が
あ

る
な

ど
、

伊
勢

市
を

中
心

と
し

た
地

域
の

社
会

・
経

済
・
文

化
の

基
盤

を
な

し
て

い
ま

す
。

県
管

理
区

間
上

流
に

は
伊

勢
神

宮
が

あ
り

、
周

辺
に

は
豊

か
な

自
然

環
境

が
残

っ
て

い
ま

す
。

伊
勢

神
宮

に
は

、
数

々
の

重
要

な
文

化
財

が
存

在
す

る
ほ

か
、

昔
の

街
並

み
を

再
現

し
た

お
か

げ
横

丁
が

隣
接

し
て

お
り

、
毎

年
多

く
の

観
光

客
が

訪
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

状
況

か
ら

、
河

川
事

業
の

必
要

性
は

非
常

に
高

い
状

況
で

す
。

①
地

盤
高

デ
ー

タ
を

最
新

の
デ

ー
タ

に
更

新
し

、
評

価
メ

ッ
シ

ュ
を

細
分

化
し

た
こ

と
に

よ
り

氾
濫

範
囲

、
浸

水
深

が
減

少
し

た
こ

と
や

、
近

年
の

事
業

実
績

を
基

に
維

持
管

理
費

を
精

査
し

た
結

果
、

費
用

便
益

比
（
B

/
C

）
が

減
少

す
る

結
果

と
な

り
ま

し
た

。
②

 河
道

掘
削

等
に

よ
る

発
生

土
を

築
堤

の
盛

土
材

や
他

の
公

共
事

業
に

流
用

し
、

有
効

利
用

す
る

こ
と

で
、

建
設

副
産

物
の

発
生

を
抑

制
し

コ
ス

ト
縮

減
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

護
岸

の
構

造
や

工
法

選
定

の
際

に
は

適
宜

経
済

比
較

等
を

行
い

、
コ

ス
ト

縮
減

に
努

め
ま

す
。

③
河

川
の

改
修

計
画

の
手

法
に

対
す

る
代

替
案

に
は

、
『
ダ

ム
案

』
、

『
遊

水
地

案
』
が

あ
り

ま
す

が
、

『
ダ

ム
案

』
　

は
流

域
の

大
部

分
が

平
地

で
あ

り
、

ダ
ム

の
適

地
は

な
く
、

ま
た

 『
遊

水
地

案
』
　

は
遊

水
地

に
よ

る
洪

水
調

節
で

は
広

大
な

敷
地

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
こ

の
た

め
沿

川
に

広
が

る
広

大
な

農
地

を
犠

牲
に

す
る

こ
と

に
な

り
、

設
置

が
困

難
で

す
。

過
去

か
ら

河
川

改
修

を
進

め
て

き
た

実
績

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

河
道

改
修

が
妥

当
と

考
え

て
い

ま
す

。

治
水

安
全

度
の

向
上

の
た

め
、

継
続

し
て

事
業

の
推

進
を

図
り

ま
す

。

令
和

2
8
年

度
の

完
成

を
目

標
と

し
て

、
引

き
続

き
整

備
を

進
め

ま
す

。

事
業

継
続

の
妥

当
性

が
認

め
ら

れ
た

こ
と

か
ら

事
業

継
続

を
了

承
す

る
。

継
続
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（
第

8
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

採
択

年
総

事
業

費
進

捗
率

～
工

事
費

進
捗

率

目
標

年
用

地
費

進
捗

率

H
2
9

6
,1

7
4

8
%

～
5
,7

8
3

1
8
%

【
事

業
目

的
】

浸
水

被
害

軽
減

の
た

め
、

護
岸

整
備

や
河

道
掘

削
な

ど
の

河
川

改
修

に
よ

り
流

下
能

力
を

増
大

さ
せ

、
治

水
安

全
度

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

R
2
8

2
8
5

4
6
%

※
　

記
載

注
意

　
１

　
事

業
名

、
番

号
、

箇
所

名
、

市
町

名
、

再
評

価
の

理
由

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
　

２
　

全
体

事
業

概
要

と
目

的
は

、
説

明
資

料
か

ら
要

旨
の

み
を

抜
粋

し
、

可
能

な
限

り
箇

条
書

き
と

し
て

く
だ

さ
い

。
全

体
事

業
費

(計
画

)を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
　

３
　

採
択

年
度

、
目

標
年

度
は

、
英

字
半

角
大

文
字

、
数

字
半

角
文

字
と

し
て

く
だ

さ
い

。
　

４
　

総
事

業
費

、
工

事
費

、
用

地
費

は
現

在
の

進
捗

の
費

用
を

百
万

円
単

位
で

記
載

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
　

５
　

進
捗

率
は

、
％

と
し

ま
す

。
　

６
　

事
業

進
捗

内
容

は
、

再
評

価
の

当
年

度
以

前
に

実
施

し
た

事
業

内
容

と
次

年
度

以
降

に
実

施
す

る
予

定
の

事
業

内
容

を
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
　

７
　

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

費
用

便
益

分
析

結
果

、
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

、
代

替
案

の
検

討
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

4
年

度
三

重
県

公
共

事
業

再
評

価
箇

所
一

覧
表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

再 評 価 の 理 由

全
体

事
業

概
要

と
目

的

事
業

進
捗

状
況

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
動

向
費

用
対

便
益

分
析

結
果

・
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

・
代

替
案

の
検

討
　

等
今

後
の

事
業

の
見

通
し

委
員

会
意

見
概

要

対 応 方 針

事
業

方
針

概
要

事
業

進
捗

内
容

河 川 事 業

5

一 級 河 川 桧 尻 川 　 河 川 事 業

伊 勢 市
③

【
全

体
事

業
概

要
】

全
体

事
業

費
　

6
,1

7
4
百

万
円

計
画

延
長

　
（
桧

尻
川

）
　

　
L
=
1
,6

6
0
m

・
築

堤
　

L
=
1
6
0
m

・
掘

削
　

V
=
8
4
,0

0
0
m

3
・
護

岸
工

　
L
=
2
,3

3
4
m

・
道

路
橋

　
N

=
2
橋

・
歩

道
橋

　
N

=
2
橋

・
水

路
橋

　
N

=
2
橋

審
査

の
結

果
、

事
業

継
続

の
妥

当
性

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
浸

水
被

害
軽

減
を

目
指

し
て

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
桧

尻
川

の
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

景
観

行
政

団
体

で
あ

る
地

元
伊

勢
市

と
協

議
し

な
が

ら
、

周
囲

の
景

観
と

馴
染

む
材

料
の

選
定

を
行

う
等

、
よ

り
一

層
の

景
観

に
配

慮
し

た
整

備
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

注
：
再

評
価

理
由

　
　

①
事

業
採

択
後

５
年

間
を

経
過

し
た

時
点

で
未

着
工

の
事

業
　

　
②

事
業

採
択

後
一

定
期

間
を

経
過

し
た

時
点

で
継

続
中

の
事

業
　

　
③

再
評

価
実

施
後

一
定

期
間

が
経

過
し

て
い

る
事

業
　

　
④

社
会

経
済

情
勢

の
急

激
な

変
化

等
に

よ
り

再
評

価
を

実
施

す
る

必
要

が
生

じ
た

事
業

【
実

施
事

業
内

容
】

・
護

岸
工

　
L
=
8
0
m

・
水

路
橋

　
N

=
1
橋

【
以

降
事

業
内

容
】

・
築

堤
　

L
=
1
6
0
m

・
掘

削
　

V
=
8
4
,0

0
0
m

3
・
護

岸
工

　
L
=
2
,2

5
4
m

・
道

路
橋

　
N

=
2
橋

・
歩

道
橋

　
N

=
2
橋

・
水

路
橋

　
N

=
1
橋

　
伊

勢
市

の
中

心
部

を
流

域
に

持
つ

桧
尻

川
は

、
流

域
内

の
約

3
/
4
は

市
街

地
で

あ
り

、
Ｊ
Ｒ

線
、

近
鉄

線
等

の
鉄

道
や

主
要

幹
線

道
路

の
国

道
2
3
号

な
ど

交
通

網
が

整
備

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

沿
川

は
大

型
商

業
店

舗
が

進
出

し
て

お
り

、
災

害
医

療
拠

点
で

あ
る

伊
勢

赤
十

字
病

院
（
平

成
2
4
年

1
月

）
が

開
院

し
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
状

況
か

ら
河

川
事

業
の

必
要

性
は

非
常

に
高

い
状

況
で

す
。

①
　

地
盤

高
デ

ー
タ

を
最

新
の

デ
ー

タ
に

更
新

し
、

評
価

メ
ッ

シ
ュ

を
細

分
化

し
た

こ
と

に
よ

り
氾

濫
範

囲
、

浸
水

深
が

減
少

し
た

結
果

、
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
が

減
少

す
る

結
果

と
な

り
ま

し
た

。
②

 河
床

掘
削

等
に

よ
る

発
生

土
を

他
の

公
共

事
業

に
流

用
し

、
有

効
活

用
す

る
こ

と
で

、
建

設
副

産
物

の
発

生
を

抑
制

し
コ

ス
ト

縮
減

に
努

め
ま

す
。

護
岸

の
構

造
や

施
工

に
関

し
て

、
新

た
な

技
術

開
発

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
適

宜
比

較
を

行
い

な
が

ら
、

周
辺

環
境

に
も

配
慮

し
て

、
経

済
性

に
考

慮
し

た
新

技
術

や
工

法
の

導
入

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。
③

河
川

の
改

修
計

画
の

手
法

に
対

す
る

代
替

案
に

は
、

『
ダ

ム
案

』
、

『
遊

水
地

案
』
が

あ
り

ま
す

が
、

『
ダ

ム
案

』
　

は
流

域
の

大
部

分
が

平
地

で
あ

り
、

ダ
ム

の
適

地
は

な
く
、

ま
た

 『
遊

水
地

案
』
　

は
流

域
周

辺
の

開
発

が
進

ん
で

い
る

中
で

、
新

た
に

用
地

を
取

得
す

る
こ

と
や

、
補

償
す

る
こ

と
は

困
難

で
す

。
過

去
か

ら
河

川
改

修
を

進
め

て
き

た
実

績
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
河

道
改

修
が

妥
当

と
考

え
て

い
ま

す
。

治
水

安
全

度
の

向
上

の
た

め
、

継
続

し
て

事
業

の
推

進
を

図
り

ま
す

。

令
和

2
8
年

度
の

完
成

を
目

標
と

し
て

、
引

き
続

き
整

備
を

進
め

ま
す

。

事
業

継
続

の
妥

当
性

が
認

め
ら

れ
た

こ
と

か
ら

事
業

継
続

を
了

承
す

る
。

工
法

変
更

が
あ

っ
た

箇
所

に
つ

い
て

は
、

伊
勢

と
い

う
土

地
柄

を
考

慮
し

て
、

関
係

機
関

と
協

議
し

な
が

ら
、

よ
り

一
層

の
景

観
の

配
慮

に
努

め
ら

れ
た

い
。

継
続
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（
第

8
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

採
択

年
総

事
業

費
進

捗
率

～
工

事
費

進
捗

率

目
標

年
用

地
費

進
捗

率

H
2
9

2
,5

6
9

2
5
%

～
2
,3

6
9

2
6
%

【
事

業
目

的
】

浸
水

被
害

軽
減

の
た

め
、

河
道

掘
削

、
築

堤
工

、
護

岸
工

な
ど

の
河

川
改

修
に

よ
り

流
下

能
力

を
増

大
さ

せ
、

治
水

安
全

度
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

R
2
8

4
4

9
%

※
　

記
載

注
意

　
１

　
事

業
名

、
番

号
、

箇
所

名
、

市
町

名
、

再
評

価
の

理
由

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
　

２
　

全
体

事
業

概
要

と
目

的
は

、
説

明
資

料
か

ら
要

旨
の

み
を

抜
粋

し
、

可
能

な
限

り
箇

条
書

き
と

し
て

く
だ

さ
い

。
全

体
事

業
費

(計
画

)を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
　

３
　

採
択

年
度

、
目

標
年

度
は

、
英

字
半

角
大

文
字

、
数

字
半

角
文

字
と

し
て

く
だ

さ
い

。
　

４
　

総
事

業
費

、
工

事
費

、
用

地
費

は
現

在
の

進
捗

の
費

用
を

百
万

円
単

位
で

記
載

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
　

５
　

進
捗

率
は

、
％

と
し

ま
す

。
　

６
　

事
業

進
捗

内
容

は
、

再
評

価
の

当
年

度
以

前
に

実
施

し
た

事
業

内
容

と
次

年
度

以
降

に
実

施
す

る
予

定
の

事
業

内
容

を
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
　

７
　

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

費
用

便
益

分
析

結
果

、
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

、
代

替
案

の
検

討
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

4
年

度
三

重
県

公
共

事
業

再
評

価
箇

所
一

覧
表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

再 評 価 の 理 由

全
体

事
業

概
要

と
目

的

事
業

進
捗

状
況

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
動

向
費

用
対

便
益

分
析

結
果

・
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

・
代

替
案

の
検

討
　

等
今

後
の

事
業

の
見

通
し

委
員

会
意

見
概

要

対 応 方 針

事
業

方
針

概
要

事
業

進
捗

内
容

河 川 事 業

6

一 級 河 川 大 内 山 川 　 河 川 事 業

大 紀 町
③

【
全

体
事

業
概

要
】

全
体

事
業

費
　

2
,5

6
9
百

万
円

計
画

延
長

　
（
大

内
山

川
）
　

　
L
=
6
,9

0
0
m

・
築

堤
　

V
=2

,3
4
3
m

3
・
掘

削
　

V
=3

8
0
,0

0
0
m

3
・
護

岸
工

　
L
=
2
,6

5
1
m

・
橋

梁
　

N
=
2
橋

審
査

の
結

果
、

事
業

継
続

の
妥

当
性

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
浸

水
被

害
軽

減
を

目
指

し
て

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

注
：
再

評
価

理
由

　
　

①
事

業
採

択
後

５
年

間
を

経
過

し
た

時
点

で
未

着
工

の
事

業
　

　
②

事
業

採
択

後
一

定
期

間
を

経
過

し
た

時
点

で
継

続
中

の
事

業
　

　
③

再
評

価
実

施
後

一
定

期
間

が
経

過
し

て
い

る
事

業
　

　
④

社
会

経
済

情
勢

の
急

激
な

変
化

等
に

よ
り

再
評

価
を

実
施

す
る

必
要

が
生

じ
た

事
業

【
実

施
事

業
内

容
】

・
築

堤
　

V
=1

,3
2
2
m

3
・
護

岸
工

　
L
=
5
8
0
m

【
以

降
事

業
内

容
】

・
築

堤
　

V
=1

,0
2
1
m

3
・
掘

削
　

V
=3

8
0
,0

0
0
m

3
・
護

岸
工

　
L
=
2
,0

7
1
m

・
橋

梁
　

N
=
2
橋

大
内

山
川

沿
川

に
は

、
国

道
4
2
号

や
J
R

紀
勢

本
線

が
並

走
し

て
い

ま
す

。
紀

勢
自

動
車

道
は

、
令

和
3
年

8
月

に
尾

鷲
北

IC
～

尾
鷲

南
IC

間
の

延
長

5
.4

km
区

間
が

供
用

開
始

と
な

り
、

こ
れ

に
よ

り
　

熊
野

大
泊

IC
ま

で
全

線
区

間
が

開
通

し
、

交
通

の
利

便
性

や
物

流
の

安
定

性
が

向
上

し
て

い
ま

す
。

近
年

（
平

成
1
6
年

、
平

成
2
3

年
）
浸

水
被

害
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
早

期
に

治
水

安
全

度
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

、
望

ま
れ

て
い

ま
す

。

①
地

盤
高

デ
ー

タ
を

最
新

の
デ

ー
タ

に
更

新
し

、
評

価
メ

ッ
シ

ュ
を

細
分

化
し

た
結

果
、

浸
水

範
囲

が
減

少
し

た
こ

と
や

河
床

掘
削

に
か

か
る

事
業

費
の

見
直

し
、

近
年

の
事

業
実

績
を

基
に

維
持

管
理

費
を

精
査

し
た

結
果

、
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
が

低
下

す
る

結
果

と
な

り
ま

し
た

。
②

河
床

掘
削

等
に

よ
る

発
生

土
を

築
堤

の
盛

土
材

や
他

事
業

に
流

用
し

有
効

利
用

す
る

こ
と

で
コ

ス
ト

縮
減

に
努

め
ま

す
。

護
岸

の
構

造
や

施
工

に
関

し
て

、
新

た
な

技
術

開
発

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
適

宜
比

較
を

行
い

な
が

ら
、

周
辺

環
境

に
も

配
慮

し
て

、
経

済
性

に
考

慮
し

た
新

技
術

や
工

法
の

導
入

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。
③

河
川

の
改

修
計

画
の

手
法

に
対

す
る

代
替

案
に

は
、

『
ダ

ム
案

』
、

『
遊

水
地

案
』
が

あ
り

ま
す

が
、

『
ダ

ム
案

』
は

河
川

沿
い

に
国

道
4
2
号

や
J
R

紀
勢

本
線

が
並

走
し

、
集

落
が

点
在

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ダ

ム
サ

イ
ト

と
し

て
の

適
地

は
な

く
、

ま
た

 『
遊

水
地

案
』
　

は
山

あ
い

に
位

置
し

て
お

り
、

遊
水

地
と

し
て

必
要

と
な

る
広

大
な

土
地

が
無

く
、

適
地

が
あ

り
ま

せ
ん

。
過

去
か

ら
河

川
改

修
を

進
め

て
き

た
実

績
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
河

道
改

修
が

妥
当

と
考

え
て

い
ま

す
。

治
水

安
全

度
の

向
上

の
た

め
、

継
続

し
て

事
業

の
推

進
を

図
り

ま
す

。

令
和

2
8
年

度
の

完
成

を
目

標
と

し
て

、
引

き
続

き
整

備
を

進
め

ま
す

。

事
業

継
続

の
妥

当
性

が
認

め
ら

れ
た

こ
と

か
ら

事
業

継
続

を
了

承
す

る
。

継
続
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（
第

8
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

採
択

年
総

事
業

費
進

捗
率

～
工

事
費

進
捗

率

目
標

年
用

地
費

進
捗

率

H
2
9

1
,2

1
0

2
8
%

～
1
,1

7
8

2
7
%

【
事

業
目

的
】

浸
水

被
害

軽
減

の
た

め
、

河
川

改
修

に
よ

り
流

下
能

力
を

増
大

さ
せ

る
と

と
も

に
、

水
門

の
耐

震
化

を
行

い
、

治
水

安
全

度
の

向
上

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。

R
2
8

3
2

7
2
%

※
　

記
載

注
意

　
１

　
事

業
名

、
番

号
、

箇
所

名
、

市
町

名
、

再
評

価
の

理
由

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
　

２
　

全
体

事
業

概
要

と
目

的
は

、
説

明
資

料
か

ら
要

旨
の

み
を

抜
粋

し
、

可
能

な
限

り
箇

条
書

き
と

し
て

く
だ

さ
い

。
全

体
事

業
費

(計
画

)を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
　

３
　

採
択

年
度

、
目

標
年

度
は

、
英

字
半

角
大

文
字

、
数

字
半

角
文

字
と

し
て

く
だ

さ
い

。
　

４
　

総
事

業
費

、
工

事
費

、
用

地
費

は
現

在
の

進
捗

の
費

用
を

百
万

円
単

位
で

記
載

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
　

５
　

進
捗

率
は

、
％

と
し

ま
す

。
　

６
　

事
業

進
捗

内
容

は
、

再
評

価
の

当
年

度
以

前
に

実
施

し
た

事
業

内
容

と
次

年
度

以
降

に
実

施
す

る
予

定
の

事
業

内
容

を
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
　

７
　

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

費
用

便
益

分
析

結
果

、
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

、
代

替
案

の
検

討
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

4
年

度
三

重
県

公
共

事
業

再
評

価
箇

所
一

覧
表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

再 評 価 の 理 由

全
体

事
業

概
要

と
目

的

事
業

進
捗

状
況

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
動

向
費

用
対

便
益

分
析

結
果

・
コ

ス
ト

縮
減

の
可

能
性

・
代

替
案

の
検

討
　

等
今

後
の

事
業

の
見

通
し

委
員

会
意

見
概

要

対 応 方 針

事
業

方
針

概
要

事
業

進
捗

内
容

河 川 事 業

7

二 級 河 川 前 川 　 河 川 事 業

志 摩 市
③

【
全

体
事

業
概

要
】

全
体

事
業

費
　

1
,2

1
0
百

万
円

計
画

延
長

　
（
前

川
）
　

　
L
=
1
,7

1
0
m

・
築

堤
　

V
=3

,4
0
0
m

3
・
掘

削
　

V
=1

4
,7

0
0
m

3
・
護

岸
工

　
A

=6
,1

0
0
m

2
・
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

　
N

=
1
基

・
橋

梁
　

N
=
1
橋

・
水

門
（
耐

震
）
　

N
=
1
基

審
査

の
結

果
、

事
業

継
続

の
妥

当
性

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
浸

水
被

害
軽

減
を

目
指

し
て

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

注
：
再

評
価

理
由

　
　

①
事

業
採

択
後

５
年

間
を

経
過

し
た

時
点

で
未

着
工

の
事

業
　

　
②

事
業

採
択

後
一

定
期

間
を

経
過

し
た

時
点

で
継

続
中

の
事

業
　

　
③

再
評

価
実

施
後

一
定

期
間

が
経

過
し

て
い

る
事

業
　

　
④

社
会

経
済

情
勢

の
急

激
な

変
化

等
に

よ
り

再
評

価
を

実
施

す
る

必
要

が
生

じ
た

事
業

【
実

施
事

業
内

容
】

・
水

門
（
耐

震
）
　

N
=
1
基

【
以

降
事

業
内

容
】

・
築

堤
　

V
=3

,4
0
0
m

3
・
掘

削
　

V
=1

4
,7

0
0
m

3
・
護

岸
工

　
A

=6
,1

0
0
m

2
・
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

　
N

=
1

基 ・
橋

梁
　

N
=
1
橋

前
川

沿
川

に
は

、
近

鉄
志

摩
線

や
、

国
道

1
6
7
号

、
国

道
2
6
0
号

、
県

道
1
2
8
号

な
ど

の
交

通
網

が
充

実
し

、
移

動
性

に
優

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
住

宅
及

び
商

業
施

設
が

集
積

し
、

市
街

地
が

広
が

っ
て

い
ま

す
。

過
去

の
浸

水
実

績
の

発
生

状
況

お
よ

び
想

定
氾

濫
区

域
内

の
人

口
及

び
資

産
状

況
か

ら
、

依
然

と
し

て
事

業
の

必
要

性
が

高
い

状
況

で
す

。
近

年
（
平

成
2
7
年

）
に

も
、

浸
水

被
害

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

早
期

に
治

水
安

全
度

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
望

ま
れ

て
い

ま
す

。

①
地

盤
高

デ
ー

タ
を

最
新

の
デ

ー
タ

に
更

新
し

、
評

価
メ

ッ
シ

ュ
を

細
分

化
し

た
こ

と
に

よ
り

浸
水

面
積

が
増

加
し

た
た

め
、

費
用

便
益

比
（
B

/
C

）が
増

加
す

る
結

果
と

な
り

ま
し

た
。

②
環

境
へ

の
配

慮
と

し
て

護
岸

工
法

は
、

水
生

生
物

の
生

息
環

境
に

配
慮

し
、

多
孔

質
な

構
造

と
す

る
と

と
も

に
、

覆
土

を
行

う
な

ど
し

て
水

際
の

植
生

を
保

全
し

ま
す

。
河

道
掘

削
に

際
し

て
は

、
現

状
の

み
お

筋
を

極
力

保
全

す
る

こ
と

と
し

、
や

む
な

く
掘

削
す

る
場

合
に

は
、

現
状

の
み

お
筋

が
再

生
さ

れ
る

よ
う

に
掘

削
形

状
を

工
夫

し
ま

す
。

③
河

川
の

改
修

計
画

の
手

法
に

対
す

る
代

替
案

に
は

、
『
ダ

ム
案

』
、

『
遊

水
地

案
』
が

あ
り

ま
す

が
、

『
ダ

ム
案

』
は

流
域

の
大

部
分

が
平

地
で

あ
り

、
上

流
域

の
山

地
は

低
山

地
で

あ
る

こ
と

や
、

土
地

利
用

が
進

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

、
ダ

ム
の

適
地

が
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
 『

遊
水

地
案

』
は

流
域

平
地

部
は

土
地

利
用

が
進

ん
で

お
り

、
広

大
な

敷
地

を
確

保
す

る
に

は
、

用
地

の
取

得
や

移
転

補
償

が
必

要
と

な
り

、
社

会
的

影
響

が
大

き
く
、

設
置

は
困

難
で

す
。

過
去

か
ら

河
道

改
修

を
進

め
て

き
た

実
績

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

河
道

改
修

が
妥

当
と

考
え

て
い

ま
す

。

治
水

安
全

度
の

向
上

の
た

め
、

継
続

し
て

事
業

の
推

進
を

図
り

ま
す

。

令
和

2
8
年

度
の

完
成

を
目

標
と

し
て

、
引

き
続

き
整

備
を

進
め

ま
す

。

事
業

継
続

の
妥

当
性

が
認

め
ら

れ
た

こ
と

か
ら

事
業

継
続

を
了

承
す

る
。

継
続
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（
第
8
号
様
式
）

（
単
位
：
百
万
円
）

採
択
年

総
事
業
費
進
捗
率

～
工
事
費
進
捗
率

目
標
年
用
地
費
進
捗
率

H
2
9

1
0
,6
9
2
1
1
%

～
8
,7
8
4
1
0
%

【
事
業
目
的
】

浸
水
被
害
軽
減
の
た
め
、
河
道

の
拡
幅
と
掘
削
、
築
堤
工
、
護

岸
工
等
の
施
工
、
横
断
工
作
物

の
改
築
に
よ
り
流
下
能
力
を
増

大
さ
せ
、
治
水
安
全
度
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

R
2
8

4
0
5
1
4
%

※
　
記
載
注
意

　
１
　
事
業
名
、
番
号
、
箇
所
名
、
市
町
名
、
再
評
価
の
理
由
は
、
第
２
号
様
式
に
準
じ
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
　
全
体
事
業
概
要
と
目
的
は
、
説
明
資
料
か
ら
要
旨
の
み
を
抜
粋
し
、
可
能
な
限
り
箇
条
書
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。
全
体
事
業
費
(計
画
)を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
３
　
採
択
年
度
、
目
標
年
度
は
、
英
字
半
角
大
文
字
、
数
字
半
角
文
字
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
　
総
事
業
費
、
工
事
費
、
用
地
費
は
現
在
の
進
捗
の
費
用
を
百
万
円
単
位
で
記
載
し
、
数
字
半
角
文
字
と
し
ま
す
。

　
５
　
進
捗
率
は
、
％
と
し
ま
す
。

　
６
　
事
業
進
捗
内
容
は
、
再
評
価
の
当
年
度
以
前
に
実
施
し
た
事
業
内
容
と
次
年
度
以
降
に
実
施
す
る
予
定
の
事
業
内
容
を
可
能
な
限
り
箇
条
書
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
７
　
事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
、
費
用
便
益
分
析
結
果
、
コ
ス
ト
縮
減
の
可
能
性
、
代
替
案
の
検
討
等
は
、
説
明
資
料
か
ら
要
旨
の
み
を
抜
粋
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
度
三
重
県
公
共
事
業
再
評
価
箇
所
一
覧
表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

再 評 価 の 理 由

全
体
事
業
概
要
と
目
的

事
業
進
捗
状
況

事
業
を
巡
る
社
会
経

済
情
勢
等
の
動
向

費
用
対
便
益
分
析
結
果
・
コ
ス
ト
縮
減
の
可
能
性
・

代
替
案
の
検
討
　
等

今
後
の
事
業
の
見
通
し
委
員
会
意
見
概

要

対 応 方 針

事
業
方
針
概
要

事
業
進
捗
内
容

河 川 事 業

8

一 級 河 川 木 津 川 　 河 川 事 業

伊 賀 市
③

【
全
体
事
業
概
要
】

全
体
事
業
費
　
1
0
,6
9
2
百
万
円

計
画
延
長

　
（
木
津
川
）
　
　
L
=
1
1
,4
0
0
m

　
（
服
部
川
）
　
　
L
=
　
1
,0
0
0
m

・
築
堤
　
V
=
8
5
,8
0
0
m
3

・
掘
削
　
V
=
5
5
5
,1
0
0
m
3

・
護
岸
工
　
L
=
1
4
,2
1
8
m

・
特
殊
提
　
L
=
6
0
0
m

・
樹
木
伐
採
　
A
=
9
2
,9
0
0
m
2

・
橋
梁
　
N
=
5
橋

・
堰
　
N
=
7
基

審
査
の
結
果
、
事
業
継
続

の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
浸
水
被
害
軽

減
を
目
指
し
て
引
き
続
き

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

注
：
再
評
価
理
由

　
　
①
事
業
採
択
後
５
年
間
を
経
過
し
た
時
点
で
未
着
工
の
事
業

　
　
②
事
業
採
択
後
一
定
期
間
を
経
過
し
た
時
点
で
継
続
中
の
事
業

　
　
③
再
評
価
実
施
後
一
定
期
間
が
経
過
し
て
い
る
事
業

　
　
④
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
等
に
よ
り
再
評
価
を
実
施
す
る
必
要
が
生
じ
た
事
業

【
実
施
事
業
内
容
】

・
築
堤
　
V
=
　
4
,3
0
0
m
3

・
掘
削
　
V
=
　
9
7
,1
0
0
m
3

・
護
岸
　
L
=
　
1
,3
7
9
m

・
橋
梁
　
N
=
　
1
橋

・
堰
　
　
N
=
　
2
基

【
以
降
事
業
内
容
】

・
築
堤
　
V
=
　
8
1
,5
0
0
m
3

・
掘
削
　
V
=
　
4
5
8
,0
0
0
m
3

・
護
岸
　
L
=
　
1
2
,8
3
9
m

・
特
殊
堤
　
L
=
　
6
0
0
m

・
樹
木
伐
採
　
A
=
　
9
2
,9
0
0
m
2

・
橋
梁
　
N
=
　
4
橋

・
堰
　
　
N
=
　
5
基

　
中
下
流
部
は
、
国
道

や
伊
賀
鉄
道
、
J
R
関

西
本
線
の
駅
周
辺
等

を
中
心
に
集
落
が
形

成
さ
れ
お
り
、
依
然
と

し
て
河
川
事
業
の
必

要
性
は
非
常
に
高
い

状
況
で
す
。
近
年
（
平

成
2
年
、
5
年
、
6
年
、

2
1
年
、
2
4
年
、
2
5

年
）
、
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
早
期
に
治
水
安

全
度
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

①
地
盤
高
デ
ー
タ
を
最
新
の
デ
ー
タ
に
更
新
し
、
評

価
メ
ッ
シ
ュ
を
細
分
化
し
た
こ
と
に
よ
り
氾
濫
範
囲
、

浸
水
深
が
増
加
し
、
資
産
デ
ー
タ
を
最
新
の
デ
ー
タ

に
更
新
し
た
結
果
、
資
産
額
が
増
加
し
た
こ
と
か

ら
、
費
用
便
益
比
（
B
/
C
）
が
増
加
す
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

②
河
道
掘
削
等
に
よ
る
発
生
土
を
築
堤
の
盛
土
材

や
他
の
公
共
事
業
に
流
用
し
、
有
効
利
用
す
る
こ
と

で
、
建
設
副
産
物
の
発
生
を
抑
制
し
コ
ス
ト
縮
減
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
横
断
工
作
物
の
改
築
に
つ
い
て

は
、
管
理
者
と
の
協
議
の
う
え
統
廃
合
を
行
う
こ
と

に
よ
る
改
修
コ
ス
ト
の
縮
減
が
行
え
な
い
か
検
討
し

ま
す
。

③
河
川
改
修
計
画
の
手
法
で
あ
る
河
道
改
修
に
対

す
る
代
替
案
に
は
、
『
ダ
ム
案
』
、
『
遊
水
地
案
』
が

あ
り
ま
す
が
、
地
理
的
な
条
件
、
経
済
性
、
実
現
可

能
性
、
過
去
か
ら
河
道
改
修
を
進
め
て
き
た
経
緯
、

上
下
流
で
実
施
し
て
い
る
関
連
事
業
の
状
況
等
よ

り
総
合
的
に
判
断
し
て
、
現
在
進
行
中
の
河
道
改

修
計
画
に
よ
る
改
修
を
進
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

治
水
安
全
度
の
向
上

の
た
め
、
継
続
し
て
事

業
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

令
和
2
8
年
度
の
完
成

を
目
標
と
し
て
、
引
き

続
き
整
備
を
進
め
ま

す
。

事
業
継
続
の
妥

当
性
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
事
業

継
続
を
了
承
す

る
。

継
続
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（
第
8
号
様
式
）

（
単
位
：
百
万
円
）

採
択
年
総
事
業
費
進
捗
率

～
工
事
費
進
捗
率

目
標
年
用
地
費
進
捗
率

S
6
1
7
,0
6
0
7
6
.5
%

～
7
,0
6
0
7
6
.5
%

【
事
業
目
的
】

　
当
海
岸
の
既
設
護
岸
は
、
建
設

後
5
0
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化

に
よ
る
損
傷
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

高
潮
や
高
波
等
に
よ
り
護
岸
が
破

堤
し
、
背
後
の
人
家
密
集
地
域
が

浸
水
被
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
津
波
に

よ
る
浸
水
被
害
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
高
潮
や
高
波
等
に
よ

る
浸
水
被
害
か
ら
背
後
地
の
生
命
・

財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
護

岸
の
補
強
及
び
陸
閘
の
改
良
を
実

施
し
ま
す
。

R
1
3

-
-

※
　
記
載
注
意

　
１
　
事
業
名
、
番
号
、
箇
所
名
、
市
町
名
、
再
評
価
の
理
由
は
、
第
２
号
様
式
に
準
じ
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
　
全
体
事
業
概
要
と
目
的
は
、
説
明
資
料
か
ら
要
旨
の
み
を
抜
粋
し
、
可
能
な
限
り
箇
条
書
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。
全
体
事
業
費
(計
画
)を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
３
　
採
択
年
度
、
目
標
年
度
は
、
英
字
半
角
大
文
字
、
数
字
半
角
文
字
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
　
総
事
業
費
、
工
事
費
、
用
地
費
は
現
在
の
進
捗
の
費
用
を
百
万
円
単
位
で
記
載
し
、
数
字
半
角
文
字
と
し
ま
す
。

　
５
　
進
捗
率
は
、
％
と
し
ま
す
。

　
６
　
事
業
進
捗
内
容
は
、
再
評
価
の
当
年
度
以
前
に
実
施
し
た
事
業
内
容
と
次
年
度
以
降
に
実
施
す
る
予
定
の
事
業
内
容
を
可
能
な
限
り
箇
条
書
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
７
　
事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
、
費
用
便
益
分
析
結
果
、
コ
ス
ト
縮
減
の
可
能
性
、
代
替
案
の
検
討
等
は
、
説
明
資
料
か
ら
要
旨
の
み
を
抜
粋
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
事
業
の
見
通
し
委
員
会
意
見
概
要

対 応 方 針

事
業
方
針
概
要

事
業
進
捗
内
容

令
和
４
年
度
三
重
県
公
共
事
業
再
評
価
箇
所
一
覧
表

市 町 名

再 評 価 の 理 由

全
体
事
業
概
要
と
目
的

事
業
進
捗
状
況

海 岸 事 業

9

的 矢 港 海 岸 （ 的 矢 地 区 ）

志 摩 市
③

費
用
対
便
益
分
析
結
果
・
コ
ス
ト
縮

減
の
可
能
性
・
代
替
案
の
検
討
　
等

事 業 名

番 号

箇 所 名

事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情
勢

等
の
動
向

継 続

事
業
期
間
の
短
縮
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
工
種

ご
と
の
大
ロ
ッ
ト
化
に
よ

る
効
率
的
な
施
工
を
実

施
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
縮

減
を
図
る
と
と
も
に
、
補

正
予
算
の
活
用
等
に
よ

り
必
要
な
予
算
確
保
に

努
め
る
こ
と
で
、
早
期
完

成
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
事
業
期
間
が
長
期

に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
整

備
完
了
区
間
に
つ
い

て
、
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
定
期
的
な
巡

視
・
点
検
を
実
施
し
、
適

切
な
維
持
管
理
を
行
い

ま
す
。

注
：
再
評
価
理
由

　
　
①
事
業
採
択
後
５
年
間
を
経
過
し
た
時
点
で
未
着
工
の
事
業

　
　
②
事
業
採
択
後
一
定
期
間
を
経
過
し
た
時
点
で
継
続
中
の
事
業

　
　
③
再
評
価
実
施
後
一
定
期
間
が
経
過
し
て
い
る
事
業

　
　
④
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
等
に
よ
り
再
評
価
を
実
施
す
る
必
要
が
生
じ
た
事
業

【
全
体
事
業
概
要
】

［
的
矢
地
区
］

護
岸
（
補
強
）
：
1
,3
7
3
m

陸
閘
（
改
良
）
：
7
基

【
整
備
済
み
内
容
】

[的
矢
地
区
]

護
岸
（
補
強
）
：
1
,1
4
2
m

陸
閘
（
改
良
）
：
7
基

【
残
事
業
内
容
】

[的
矢
地
区
]

護
岸
（
補
強
）
：
2
3
1
m

【
社
会
的
状
況
の
変
化
】

　
想
定
浸
水
地
域
は
、
依
然
と

し
て
人
家
が
密
集
し
て
お
り
、

事
業
の
必
要
性
に
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
近
年
の
台
風
の
大
型
化
や

集
中
豪
雨
の
多
発
等
も
あ
り
、

当
事
業
に
対
す
る
地
元
の
関

心
は
非
常
に
高
く
、
護
岸
の
早

期
全
面
完
成
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

【
費
用
対
効
果
分
析
】

B
/
C
＝
2
.3
9

【
コ
ス
ト
縮
減
】

　
当
海
岸
は
リ
ア
ス
式
海
岸
で
形
成

さ
れ
た
複
雑
な
地
形
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
土
質
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

設
計
工
区
を
細
分
化
し
、
工
区
ご
と

に
経
済
的
な
断
面
を
採
用
す
る
な

ど
、
設
計
時
に
お
い
て
可
能
な
限
り

コ
ス
ト
の
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
工
種
ご
と
の
大
ロ
ッ
ト
施
工

に
よ
り
地
盤
改
良
船
等
の
組
立
・
解

体
費
を
縮
減
し
て
い
ま
す
。

　 　 【
代
替
案
】

　
代
替
案
と
し
て
、
一
般
的
に
、
二
重

鋼
管
杭
工
法
や
前
方
斜
(し
ゃ
)杭
(ぐ

い
)式
工
法
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
二
重
鋼
管
杭
工
法
は
、

既
設
護
岸
の
前
面
か
ら
1
5
m
程
度

前
方
に
張
り
出
す
た
め
、
航
路
の
確

保
が
で
き
ず
、
漁
業
へ
の
影
響
が
大

き
い
工
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
不
採
用

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
方
斜
杭
式
工
法
は
、
構

造
計
算
の
結
果
、
必
要
と
な
る
安
全

度
を
満
足
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
不

採
用
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
代
替
案
は
考

え
ら
れ
ず
、
現
計
画
で
整
備
を
進
め

る
こ
と
が
妥
当
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
見
通
し
】

　
今
後
も
、
効
率
的
な

施
工
に
努
め
、
早
期
の

事
業
完
了
を
目
指
し
て

引
き
続
き
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

事
業
継
続
の
妥
当

性
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
事
業
継
続
を

了
承
す
る
。
事
業
期

間
が
長
期
に
わ
た

る
こ
と
か
ら
事
業
期

間
の
短
縮
を
図
り

事
業
の
早
期
完
成

に
努
め
ら
れ
た
い
。
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（
第

9
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

完
了

年
度

総
事

業
費

当
初

当
初

最
終

最
終

【
全

体
事

業
概

要
】

【
施

工
延

長
】
　

　
 L

=
1
0
,9

9
6
m

①
 中

南
勢

 　
  
　

L
=
4
,1

2
4
m

②
 中

南
勢

2
期

　
L
=
6
,8

7
2
m

H
2
6

7
,7

0
3

　
事

業
の

効
果

に
つ

い
て

は
評

価
結

果
の

妥
当

性
を

認
め

る
。

【
事

業
目

的
】

本
地

域
で

は
、

柿
や

み
か

ん
の

果
樹

や
茶

や
い

せ
い

も
が

栽
培

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

肉
用

牛
の

飼
育

が
増

加
し

て
お

り
、

「
松

阪
牛

」
ブ

ラ
ン

ド
の

中
心

的
地

域
と

し
て

高
い

評
価

を
受

け
て

い
ま

す
。

　
し

か
し

な
が

ら
、

こ
れ

ら
の

生
産

団
地

を
連

結
す

る
道

路
網

が
未

整
備

か
つ

、
交

通
渋

滞
を

引
き

起
こ

し
、

交
通

量
は

飽
和

状
態

と
な

っ
て

い
ま

し
た

。
　

こ
の

た
め

、
本

農
道

を
整

備
し

、
道

路
網

の
確

立
を

図
る

こ
と

で
、

農
産

物
流

通
と

農
業

生
産

活
動

の
活

性
化

を
目

的
に

道
路

を
整

備
し

ま
し

た
。

H
2
8

7
,7

9
4

※
再

評
価

実
施

事
業

は
「
前

回
」
と

し
、

再
評

価
時

の
値

を
記

載
す

る
。

そ
れ

以
外

は
「
当

初
」
と

し
、

当
初

計
画

時
の

値
を

記
載

す
る

。

※
　

記
載

注
意

１
　

事
業

名
、

番
号

、
箇

所
名

、
市

町
名

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
２

　
全

体
事

業
概

要
と

目
的

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

、
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
３

　
採

択
年

度
、

完
了

年
度

は
、

英
字

半
角

大
文

字
、

数
字

半
角

文
字

と
し

て
く
だ

さ
い

。
４

　
○

○
の

欄
は

、
再

評
価

未
実

施
の

場
合

は
当

初
と

し
て

当
初

計
画

時
の

内
容

を
、

再
評

価
実

施
済

み
の

場
合

は
前

回
と

し
て

前
回

評
価

時
の

内
容

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
５

　
総

事
業

費
は

百
万

円
単

位
と

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
６

　
事

業
の

効
果

、
事

業
の

環
境

面
へ

の
配

慮
及

び
事

業
に

よ
る

環
境

の
変

化
、

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

県
民

の
意

見
、

今
後

の
課

題
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。
７

　
様

式
は

、
表

計
算

ソ
フ

ト
の

デ
ジ

タ
ル

媒
体

と
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

４
年

度
三

重
県

公
共

事
業

事
後

評
価

箇
所

一
覧

表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

全
体

事
業

概
要

と
目

的
採

択
年

度
事

業
の

効
果

事
業

の
環

境
面

へ
の

配
慮

及
び

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
県

民
の

意
見

今
後

の
課

題
委

員
会

意
見

概
要

事
業

方
針

概
要

農 業 農 村 整 備 事 業

5
0
1

中 南 勢 ・ 中 南 勢 ２ 期 （ ビ ー フ ロ ー ド ）

松 阪 市 、 多 気 町 、 明 和 町

H
1
1

【
事

業
の

効
果

】
　

広
域

農
道

が
整

備
さ

れ
た

こ
と

で
、

農
産

物
運

搬
時

の
品

質
を

守
る

こ
と

に
よ

る
効

果
、

農
産

物
を

運
ぶ

車
両

の
大

型
化

等
に

よ
り

運
搬

の
効

率
が

向
上

し
、

走
行

経
費

の
低

減
や

人
件

費
が

削
減

さ
れ

る
効

果
が

あ
り

ま
す

。
　

ま
た

、
間

接
的

効
果

と
し

て
ヴ

ィ
ソ

ン
内

の
産

直
市

場
へ

の
農

産
物

運
搬

、
ウ

ッ
ド

ピ
ア

松
阪

へ
の

木
材

運
搬

に
お

い
て

、
広

域
農

道
を

利
用

す
る

こ
と

で
運

搬
時

間
が

短
縮

さ
れ

る
た

め
走

行
経

費
の

節
減

効
果

も
得

ら
れ

て
い

ま
す

。

【
事

業
効

果
の

評
価

】
　

B
/
C

　
＝

1
.5

3

【
工

事
施

工
】

　
ト

ン
ネ

ル
工

事
等

で
発

生
し

た
岩

を
道

路
盛

土
に

利
用

や
、

ト
ン

ネ
ル

か
ら

の
湧

水
を

補
給

的
な

農
業

用
水

と
し

て
利

用
で

き
る

構
造

と
し

た
こ

と
に

よ
り

、
建

設
廃

棄
物

の
削

減
と

土
砂

等
の

運
搬

を
減

ら
す

こ
と

で
、

環
境

負
担

の
軽

減
に

努
め

ま
し

た
。

【
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
　

自
然

環
境

面
へ

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
農

道
の

悪
い

影
響

の
中

で
交

通
事

故
な

ど
の

危
険

性
の

回
答

が
大

半
で

、
「
自

然
環

境
が

悪
く
な

っ
た

」
と

「
景

観
が

悪
く

な
っ

た
」
は

少
数

で
あ

り
、

大
き

く
環

境
へ

の
影

響
は

及
ぼ

し
て

い
な

い
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

【
農

家
戸

数
】

　
松

阪
市

の
農

家
戸

数
減

少
率

（
4
6
.1

％
）
は

県
全

体
の

減
少

率
（
4
5
.2

％
）
と

近
く
、

農
家

戸
数

の
減

少
は

避
け

ら
れ

な
い

状
況

と
な

っ
て

い
ま

す
。

【
作

付
け

状
況

】
　

本
地

域
の

耕
地

面
積

は
平

成
2
3
年

度
か

ら
4
.4

％
減

少
し

ま
し

た
。

県
全

体
の

6
.0

％
減

少
と

比
べ

る
と

減
少

率
は

低
い

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

　
松

阪
管

内
で

生
産

さ
れ

て
い

る
主

要
野

菜
な

ど
に

つ
い

て
は

、
多

気
町

で
は

キ
ャ

ベ
ツ

、
白

菜
、

イ
チ

ゴ
と

も
作

付
が

増
と

な
っ

て
い

ま
す

。
管

内
全

体
の

イ
チ

ゴ
に

つ
い

て
は

、
3
1
.2

％
と

県
内

の
1
/
3
弱

の
シ

ェ
ア

を
維

持
し

て
い

ま
す

。

【
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
概

要
】

　
中

南
勢

・
中

南
勢

２
期

地
区

周
辺

住
民

6
7
5
戸

を
対

象
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
て

、
4
1
5
戸

か
ら

回
答

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。

【
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
　

広
域

農
道

が
整

備
さ

れ
た

こ
と

で
、

「
農

地
へ

の
通

作
や

農
産

物
の

輸
送

が
便

利
に

な
っ

た
」
「
通

勤
・
通

学
、

レ
ジ

ャ
ー

や
娯

楽
施

設
へ

の
走

行
距

離
や

時
間

が
短

縮
さ

れ
た

」
「
緊

急
車

両
等

の
走

行
時

間
が

短
縮

さ
れ

、
緊

急
時

の
安

全
性

が
向

上
し

た
」
な

ど
全

体
の

9
3
％

の
方

か
ら

効
果

が
あ

っ
た

と
回

答
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

　
こ

の
こ

と
か

ら
、

本
事

業
に

よ
る

効
果

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

【
今

後
の

課
題

】
・
広

域
農

道
が

整
備

さ
れ

た
こ

と
で

、
交

通
事

故
の

発
生

を
危

惧
し

た
交

通
安

全
施

設
等

の
設

置
や

道
路

沿
い

の
草

や
枝

の
伐

採
な

ど
道

路
維

持
管

理
に

関
す

る
意

見
が

あ
り

ま
し

た
。

ま
た

、
今

後
、

施
設

の
老

朽
化

に
伴

い
修

繕
が

必
要

と
な

っ
て

き
ま

す
。

【
対

応
事

項
】

・
道

路
管

理
者

で
あ

る
市

町
に

情
報

共
有

し
て

い
く
と

と
も

に
、

今
後

の
維

持
管

理
等

に
お

い
て

将
来

を
見

据
え

た
事

業
制

度
の

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

 今
後

も
道

路
管

理
者

で
あ

る
市

町
に

対
し

て
、

基
幹

的
な

農
道

と
し

て
の

効
果

が
十

分
に

発
揮

さ
れ

る
よ

う
関

係
す

る
事

業
制

度
の

情
報

提
供

を
行

う
な

ど
必

要
な

対
応

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

55



（
第

9
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

完
了

年
度

総
事

業
費

当
初

当
初

最
終

最
終

【
全

体
事

業
概

要
】

事
業

期
間

：
H

2
0
年

度
～

H
2
8
年

度 全
体

事
業

費
：
1
,8

7
8
百

万
円

道
路

工
　

延
長

：
L
＝

1
,9

5
0
m

　
幅

員
：
W

＝
 5

.0
m

　
　

　
　

（
車

道
幅

員
 4

.0
m

）

H
2
6

1
,2

0
0

　
事

業
の

効
果

に
つ

い
て

は
評

価
結

果
の

妥
当

性
を

認
め

る
。

【
事

業
目

的
】

　
水

産
物

の
流

通
及

び
漁

業
用

資
材

の
輸

送
を

合
理

化
し

、
輸

送
時

間
の

短
縮

に
よ

る
水

産
品

の
品

質
向

上
や

コ
ス

ト
の

低
減

、
安

心
安

全
か

つ
安

定
的

な
水

産
物

の
供

給
網

の
構

築
、

漁
村

環
境

の
改

善
を

図
る

。

H
2
8

1
,8

7
8

※
再

評
価

実
施

事
業

は
「
前

回
」
と

し
、

再
評

価
時

の
値

を
記

載
す

る
。

そ
れ

以
外

は
「
当

初
」
と

し
、

当
初

計
画

時
の

値
を

記
載

す
る

。

※
　

記
載

注
意

１
　

事
業

名
、

番
号

、
箇

所
名

、
市

町
名

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
２

　
全

体
事

業
概

要
と

目
的

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

、
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
３

　
採

択
年

度
、

完
了

年
度

は
、

英
字

半
角

大
文

字
、

数
字

半
角

文
字

と
し

て
く
だ

さ
い

。
４

　
○

○
の

欄
は

、
再

評
価

未
実

施
の

場
合

は
当

初
と

し
て

当
初

計
画

時
の

内
容

を
、

再
評

価
実

施
済

み
の

場
合

は
前

回
と

し
て

前
回

評
価

時
の

内
容

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
５

　
総

事
業

費
は

百
万

円
単

位
と

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
６

　
事

業
の

効
果

、
事

業
の

環
境

面
へ

の
配

慮
及

び
事

業
に

よ
る

環
境

の
変

化
、

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

県
民

の
意

見
、

今
後

の
課

題
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。
７

　
様

式
は

、
表

計
算

ソ
フ

ト
の

デ
ジ

タ
ル

媒
体

と
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

4
年

度
三

重
県

公
共

事
業

事
後

評
価

箇
所

一
覧

表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

全
体

事
業

概
要

と
目

的
採

択
年

度
事

業
の

効
果

事
業

の
環

境
面

へ
の

配
慮

及
び

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
県

民
の

意
見

今
後

の
課

題
委

員
会

意
見

概
要

事
業

方
針

概
要

水 産 基 盤 整 備 事 業

5
0
2

桃 取 地 区

鳥 羽 市 桃 取 町

H
2
0

　
舟

越
漁

港
か

ら
、

海
況

状
況

に
左

右
さ

れ
な

い
桃

取
漁

港
へ

の
効

率
的

な
運

搬
が

可
能

と
な

る
関

連
道

の
整

備
を

す
る

こ
と

で
、

水
産

物
の

流
通

及
び

漁
業

用
資

材
の

輸
送

を
合

理
化

し
、

輸
送

時
間

の
短

縮
に

よ
る

水
産

品
の

品
質

向
上

や
コ

ス
ト

の
低

減
、

安
心

安
全

か
つ

安
定

的
な

水
産

物
の

供
給

網
の

構
築

、
漁

村
環

境
の

改
善

が
図

ら
れ

る
。

【
事

業
効

果
の

評
価

】
B

/
C

=
1
.3

8

当
事

業
に

お
い

て
影

響
を

受
け

る
と

予
測

さ
れ

た
植

物
及

び
両

生
類

に
対

し
保

全
対

策
を

実
施

し
た

た
め

、
環

境
影

響
に

よ
る

絶
滅

等
の

影
響

は
な

い
。

影
響

を
受

け
る

と
考

え
ら

れ
た

希
少

動
植

物
に

お
い

て
、

そ
の

影
響

を
受

け
な

い
場

所
へ

移
植

お
よ

び
放

流
を

行
っ

た
。

・
漁

船
隻

数
は

減
少

傾
向

に
あ

る
が

、
全

国
、

三
重

県
と

比
べ

減
少

傾
向

は
緩

や
か

で
あ

る
。

・
漁

業
生

産
額

は
全

国
、

三
重

県
と

同
様

に
減

少
傾

向
で

あ
る

。
・
漁

業
就

業
者

数
の

減
少

、
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

が
、

全
国

、
三

重
県

と
比

べ
就

業
者

数
の

減
少

の
割

合
は

緩
や

か
で

あ
る

。
・
全

国
、

三
重

県
と

比
べ

、
漁

業
就

業
者

の
6
0
歳

以
上

の
高

齢
者

の
割

合
は

、
H

2
5
年

ま
で

低
く
推

移
し

て
い

た
。

・
関

連
道

の
利

用
に

よ
り

水
産

物
の

輸
送

時
間

が
短

縮
さ

れ
、

漁
業

活
動

の
効

率
性

、
品

質
が

向
上

し
た

。
・
県

道
7
5
9
号

の
利

用
時

と
比

べ
S
字

カ
ー

ブ
や

走
行

時
間

が
減

少
し

、
水

産
品

の
荷

崩
れ

が
少

な
く
な

っ
た

。
・
関

連
道

整
備

前
に

水
産

物
の

運
搬

等
に

活
用

し
て

い
た

県
道

は
Ｓ

字
カ

ー
ブ

が
多

く
、

道
幅

も
狭

い
た

め
事

故
が

多
く
発

生
し

て
い

た
が

、
関

連
道

は
道

幅
が

広
く
走

行
の

安
全

性
が

向
上

し
た

。
・
島

民
の

日
常

生
活

に
お

い
て

、
関

連
道

の
利

用
に

よ
り

、
走

行
時

間
が

短
縮

さ
れ

、
利

便
性

が
向

上
し

た
。

・
関

連
道

の
清

掃
を

鳥
羽

磯
部

漁
協

で
実

施
し

て
お

り
、

現
状

補
助

金
が

な
く
、

清
掃

道
具

の
購

入
費

が
負

担
と

な
っ

て
い

る
と

意
見

が
あ

っ
た

。
今

後
も

持
続

的
に

利
用

し
や

す
い

よ
う

、
維

持
管

理
方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

・
漁

業
活

動
の

み
な

ら
ず

、
住

民
に

と
っ

て
も

重
要

な
道

路
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

よ
り

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

方
策

を
検

討
す

る
。

　
今

後
、

事
業

計
画

を
策

定
す

る
際

に
は

、
事

業
完

了
後

の
維

持
管

理
が

軽
減

さ
れ

る
工

法
の

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、

事
業

完
了

後
の

道
路

管
理

者
で

あ
る

市
町

と
連

携
し

て
策

定
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。
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（
添

付
フ

ァ
イ

ル
　

第
9
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

完
了

年
度

総
事

業
費

前
回

※
4

前
回

※
4

最
終

最
終

【
全

体
事

業
概

要
】

　
延

長
L
=
0
.4

6
km

　
幅

員
W

=
6
.0

(7
.5

)m

　
除

去
踏

切
　

1
箇

所
　

主
要

構
造

物
　

　
函

渠
　

1
基

H
2
9

1
,9

1
7

事
業

の
効

果
に

つ
い

て
は

評
価

結
果

の
妥

当
性

を
認

め
る

。

【
事

業
目

的
】

バ
イ

パ
ス

整
備

に
よ

り
、

自
動

車
交

通
の

円
滑

化
・
安

全
な

交
通

機
能

の
確

保

H
2
9

1
,8

7
1

※
再

評
価

実
施

事
業

は
「
前

回
」
と

し
、

再
評

価
時

の
値

を
記

載
す

る
。

そ
れ

以
外

は
「
当

初
」
と

し
、

当
初

計
画

時
の

値
を

記
載

す
る

。

※
　

記
載

注
意

１
　

事
業

名
、

番
号

、
箇

所
名

、
市

町
名

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
２

　
全

体
事

業
概

要
と

目
的

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

、
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
３

　
採

択
年

度
、

完
了

年
度

は
、

英
字

半
角

大
文

字
、

数
字

半
角

文
字

と
し

て
く
だ

さ
い

。
４

　
○

○
の

欄
は

、
再

評
価

未
実

施
の

場
合

は
当

初
と

し
て

当
初

計
画

時
の

内
容

を
、

再
評

価
実

施
済

み
の

場
合

は
前

回
と

し
て

前
回

評
価

時
の

内
容

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
５

　
総

事
業

費
は

百
万

円
単

位
と

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
６

　
事

業
の

効
果

、
事

業
の

環
境

面
へ

の
配

慮
及

び
事

業
に

よ
る

環
境

の
変

化
、

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

県
民

の
意

見
、

今
後

の
課

題
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。
７

　
様

式
は

、
表

計
算

ソ
フ

ト
の

デ
ジ

タ
ル

媒
体

と
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

４
年

度
三

重
県

公
共

事
業

事
後

評
価

箇
所

一
覧

表
（
県

事
業

）

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

全
体

事
業

概
要

と
目

的
採

択
年

度
事

業
の

効
果

事
業

の
環

境
面

へ
の

配
慮

及
び

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
県

民
の

意
見

今
後

の
課

題
委

員
会

意
見

概
要

事
業

方
針

概
要

道 路 事 業

５ ０ ３

一 般 国 道 4 7 7 号 　 西 浦 バ イ パ ス

四 日 市 市

H
1
8

■
費

用
便

益
費

Ｂ
/
Ｃ

＝
3
.3

（
前

回
2
.0

）

■
そ

の
他

の
効

果
・
踏

切
渋

滞
や

冠
水

に
よ

る
通

行
止

め
リ

ス
ク

が
減

少
し

、
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

と
し

て
の

機
能

が
強

化
さ

れ
た

。

・
踏

切
除

去
に

よ
り

、
線

路
を

挟
ん

だ
東

西
を

円
滑

に
移

動
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

た
め

、
宅

配
等

物
流

効
率

化
、

従
事

者
へ

の
負

担
軽

減
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

「
三

滝
川

ふ
る

さ
と

の
川

整
備

事
業

」
と

一
体

性
の

あ
る

調
和

の
と

れ
た

デ
ザ

イ
ン

と
し

、
土

留
め

壁
と

し
て

環
境

配
慮

型
ブ

ロ
ッ

ク
を

使
用

し
て

い
る

。

周
辺

エ
リ

ア
の

人
口

及
び

世
帯

数
が

増
加

、
川

原
町

駅
の

鉄
道

乗
降

客
数

も
増

加
し

て
い

る
（
コ

ロ
ナ

禍
迄

）
。

今
後

も
道

路
利

用
者

が
増

加
す

る
と

考
え

ら
れ

、
更

な
る

効
果

発
現

が
期

待
さ

れ
る

。

一
般

国
道

4
7
7
号

西
浦

バ
イ

パ
ス

の
意

見
と

し
て

事
業

箇
所

周
辺

の
2
,0

4
3
世

帯
へ

ア
ン

ケ
ー

ト
を

配
布

す
る

と
と

も
に

、
W

E
B

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

利
便

性
向

上
の

視
点

か
ら

、
関

係
機

関
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
1
,0

0
8
通

の
回

答
が

得
ら

れ
た

。
W

E
B

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
は

、
4
1
6
名

の
方

か
ら

回
答

が
得

ら
れ

た
。

地
域

住
民

の
約

6
5
%
、

道
路

利
用

者
W

E
B

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
約

7
1
%
が

満
足

と
回

答
し

て
い

る
。

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

を
自

動
車

が
通

る
際

に
大

き
い

音
が

す
る

た
め

、
グ

レ
ー

チ
ン

グ
を

蓋
に

替
え

る
等

対
策

を
し

て
ほ

し
い

。
→

対
応

方
針

：
騒

音
に

つ
い

て
は

、
ボ

ル
ト

の
緩

み
が

確
認

さ
れ

た
た

め
、

速
や

か
に

締
め

直
し

を
行

っ
た

。
今

後
も

、
日

々
の

パ
ト

ロ
ー

ル
業

務
の

中
で

適
切

に
維

持
管

理
を

行
い

、
騒

音
防

止
に

努
め

て
い

く
。

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

の
騒

音
は

、
グ

レ
ー

チ
ン

グ
蓋

の
が

た
つ

き
が

原
因

で
あ

っ
た

た
め

、
蓋

を
固

定
す

る
ボ

ル
ト

を
締

め
直

し
、

騒
音

を
抑

制
す

る
対

策
を

行
い

ま
し

た
。

今
後

も
日

々
の

パ
ト

ロ
ー

ル
業

務
の

中
で

蓋
の

状
況

を
確

認
す

る
な

ど
、

適
切

に
維

持
管

理
を

行
い

、
騒

音
防

止
に

努
め

て
い

き
ま

す
。
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（
添

付
フ

ァ
イ

ル
　

第
9
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

完
了

年
度

総
事

業
費

前
回

※
4

前
回

※
4

最
終

最
終

【
全

体
事

業
概

要
】

　
延

長
　

L
=
7
.6

5
km

　
幅

員
　

W
=
6
.5

(1
2
.2

5
）
m

　
主

要
構

造
物

　
　

ト
ン

ネ
ル

工
 1

本
  

  
橋

梁
工

 5
橋

H
2
9

1
4
,5

6
5

事
業

の
効

果
に

つ
い

て
は

評
価

結
果

の
妥

当
性

を
認

め
る

。

【
事

業
目

的
】

朝
夕

、
休

日
や

観
光

シ
ー

ズ
ン

に
慢

性
的

な
交

通
渋

滞
解

消
に

よ
る

安
全

で
円

滑
な

交
通

の
確

保

H
2
9

1
4
,7

7
0

※
再

評
価

実
施

事
業

は
「
前

回
」
と

し
、

再
評

価
時

の
値

を
記

載
す

る
。

そ
れ

以
外

は
「
当

初
」
と

し
、

当
初

計
画

時
の

値
を

記
載

す
る

。

※
　

記
載

注
意

１
　

事
業

名
、

番
号

、
箇

所
名

、
市

町
名

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
２

　
全

体
事

業
概

要
と

目
的

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

、
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
３

　
採

択
年

度
、

完
了

年
度

は
、

英
字

半
角

大
文

字
、

数
字

半
角

文
字

と
し

て
く
だ

さ
い

。
４

　
○

○
の

欄
は

、
再

評
価

未
実

施
の

場
合

は
当

初
と

し
て

当
初

計
画

時
の

内
容

を
、

再
評

価
実

施
済

み
の

場
合

は
前

回
と

し
て

前
回

評
価

時
の

内
容

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
５

　
総

事
業

費
は

百
万

円
単

位
と

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
６

　
事

業
の

効
果

、
事

業
の

環
境

面
へ

の
配

慮
及

び
事

業
に

よ
る

環
境

の
変

化
、

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

県
民

の
意

見
、

今
後

の
課

題
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。
７

　
様

式
は

、
表

計
算

ソ
フ

ト
の

デ
ジ

タ
ル

媒
体

と
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

４
年

度
三

重
県

公
共

事
業

事
後

評
価

箇
所

一
覧

表
（
県

事
業

）

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

全
体

事
業

概
要

と
目

的
採

択
年

度
事

業
の

効
果

事
業

の
環

境
面

へ
の

配
慮

及
び

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
県

民
の

意
見

今
後

の
課

題
委

員
会

意
見

概
要

事
業

方
針

概
要

道 路 事 業

５ ０ ４

一 般 国 道 1 6 7 号  鵜 方 磯 部 B P

志 摩 市
S
6
1

■
費

用
便

益
費

Ｂ
/
Ｃ

＝
2
.3

（
前

回
1
.9

）

■
そ

の
他

の
効

果
・
救

急
搬

送
時

間
が

約
５

分
短

縮
（
約

５
５

分
→

約
５

０
分

）
し

、
救

命
率

の
向

上
に

繋
が

っ
て

い
る

。

・
鵜

方
市

内
の

低
地

部
で

は
津

波
浸

水
被

害
も

想
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

の
高

台
を

通
過

す
る

バ
イ

パ
ス

を
計

画
す

る
こ

と
に

よ
り

被
害

発
生

後
の

避
難

や
物

資
輸

送
な

ど
の

防
災

機
能

を
強

化
。

・
志

摩
市

中
心

部
（
鵜

方
駅

周
辺

、
賢

島
）
と

志
摩

町
方

面
を

目
的

と
す

る
交

通
が

現
道

と
バ

イ
パ

ス
に

分
散

が
図

ら
れ

た
こ

と
で

、
鵜

方
駅

周
辺

の
賢

島
口

交
差

点
（
主

要
渋

滞
箇

所
）
の

交
通

渋
滞

も
緩

和
さ

れ
、

周
遊

観
光

の
利

便
性

が
向

上
。

・
志

摩
市

中
心

部
（
鵜

方
駅

周
辺

）
全

体
の

混
雑

も
緩

和
さ

れ
、

生
活

道
路

を
通

り
抜

け
る

交
通

も
減

り
、

駅
裏

の
狭

い
道

路
に

お
け

る
集

配
作

業
を

効
率

化
。

施
工

中
の

処
理

と
し

て
、

降
雨

に
よ

り
濁

水
が

発
生

し
や

す
い

土
質

で
あ

っ
た

た
め

、
そ

の
ま

ま
濁

水
を

流
下

さ
せ

な
い

よ
う

沈
砂

池
の

設
置

や
汚

濁
防

止
フ

ェ
ン

ス
を

設
置

し
た

。
ま

た
、

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

に
つ

い
て

は
、

法
面

に
植

生
工

を
施

工
す

る
こ

と
で

周
辺

環
境

と
の

調
和

を
図

っ
た

。

平
成

2
8
年

に
伊

勢
志

摩
サ

ミ
ッ

ト
が

開
催

さ
れ

、
志

摩
市

へ
の

入
込

み
客

数
は

増
加

傾
向

に
あ

る
。

令
和

2
年

以
降

は
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

減
少

し
て

い
る

が
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
等

か
ら

訪
問

者
の

多
く
が

自
動

車
を

利
用

し
て

お
り

、
道

路
事

業
の

有
効

性
が

確
認

さ
れ

た
。

一
般

国
道

1
6
7
号

鵜
方

磯
部

バ
イ

パ
ス

の
意

見
と

し
て

志
摩

市
在

住
の

3
,0

0
0
人

の
住

民
へ

ア
ン

ケ
ー

ト
を

配
布

す
る

と
と

も
に

、
W

E
B

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

利
便

性
向

上
の

視
点

か
ら

、
関

係
機

関
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
1
,5

5
0
通

の
回

答
を

得
ら

れ
た

。
W

E
B

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
は

、
3
1
5

名
の

方
か

ら
回

答
を

得
ら

れ
た

。
地

域
住

民
の

約
9
7
%
、

道
路

利
用

者
W

E
B

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
約

9
6
%
が

満
足

と
回

答
し

て
い

る
。

一
般

国
道

1
6
7
号

鵜
方

磯
部

バ
イ

パ
ス

に
接

続
す

る
土

橋
交

差
点

の
朝

夕
の

交
通

渋
滞

が
残

存
し

て
い

る
。

→
対

応
方

針
：
右

折
滞

留
長

不
足

に
伴

う
滞

留
末

尾
車

両
の

は
み

だ
し

が
後

続
車

両
に

対
し

進
行

阻
害

を
引

き
起

こ
し

て
い

た
た

め
、

右
折

滞
留

長
の

延
伸

工
事

を
実

施
し

た
。

引
き

続
き

経
過

観
察

を
行

う
と

と
も

に
、

渋
滞

緩
和

に
必

要
な

施
策

は
関

係
機

関
と

協
議

の
う

え
検

討
を

行
う

。

土
橋

交
差

点
に

お
い

て
は

、
伊

勢
・
鳥

羽
方

面
か

ら
志

摩
市

街
方

面
へ

の
右

折
車

両
が

多
く
、

１
回

の
青

信
号

で
右

折
で

き
ず

に
残

っ
た

車
両

が
右

折
レ

ー
ン

を
超

え
直

進
車

両
の

通
行

を
阻

害
し

て
、

交
通

渋
滞

が
発

生
し

て
い

ま
し

た
。

こ
れ

を
解

消
す

る
た

め
に

、
右

折
レ

ー
ン

を
伸

ば
す

対
策

工
事

を
実

施
し

ま
し

た
。

今
後

は
、

対
策

の
効

果
を

確
認

し
、

交
通

渋
滞

が
解

消
し

な
い

　
場

合
は

、
右

折
矢

印
信

号
の

青
時

間
の

延
長

に
つ

い
て

交
通

管
理

者
と

協
議

し
て

い
き

ま
す

。
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（
第

9
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

完
了

年
度

総
事

業
費

当
初

当
初

最
終

最
終

【
全

体
事

業
概

要
】

・
全

体
事

業
費

：
5
3
1
百

万
円

・
堰

堤
工

 1
基

Ｈ
2
6

52
0

事
業

の
効

果
に

つ
い

て
は

評
価

結
果

の
妥

当
性

を
認

め
る

。

【
事

業
目

的
】

　
本

渓
流

に
お

い
て

、
土

石
流

に
よ

る
土

砂
お

よ
び

流
木

の
流

出
を

未
然

に
防

ぎ
、

人
命

や
財

産
、

公
共

施
設

な
ど

を
保

全
す

る
た

め
、

砂
防

事
業

を
実

施
し

た
。

Ｈ
2
9

53
1

※
再

評
価

実
施

事
業

は
「
前

回
」
と

し
、

再
評

価
時

の
値

を
記

載
す

る
。

そ
れ

以
外

は
「
当

初
」
と

し
、

当
初

計
画

時
の

値
を

記
載

す
る

。

※
　

記
載

注
意

１
　

事
業

名
、

番
号

、
箇

所
名

、
市

町
名

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
２

　
全

体
事

業
概

要
と

目
的

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

、
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
３

　
採

択
年

度
、

完
了

年
度

は
、

英
字

半
角

大
文

字
、

数
字

半
角

文
字

と
し

て
く
だ

さ
い

。
４

　
○

○
の

欄
は

、
再

評
価

未
実

施
の

場
合

は
当

初
と

し
て

当
初

計
画

時
の

内
容

を
、

再
評

価
実

施
済

み
の

場
合

は
前

回
と

し
て

前
回

評
価

時
の

内
容

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
５

　
総

事
業

費
は

百
万

円
単

位
と

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
６

　
事

業
の

効
果

、
事

業
の

環
境

面
へ

の
配

慮
及

び
事

業
に

よ
る

環
境

の
変

化
、

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

県
民

の
意

見
、

今
後

の
課

題
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。
７

　
様

式
は

、
表

計
算

ソ
フ

ト
の

デ
ジ

タ
ル

媒
体

と
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

4
年

度
三

重
県

公
共

事
業

事
後

評
価

箇
所

一
覧

表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

全
体

事
業

概
要

と
目

的
採

択
年

度
事

業
の

効
果

事
業

の
環

境
面

へ
の

配
慮

及
び

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
県

民
の

意
見

今
後

の
課

題
委

員
会

意
見

概
要

事
業

方
針

概
要

砂 防 事 業

50
5

松 ヶ 久 保 川

津 市 美 里 町 平 木

Ｈ
2
1

①
砂

防
堰

堤
の

完
成

後
、

土
砂

災
害

は
発

生
し

て
い

な
い

。
（
土

石
流

に
よ

る
土

砂
お

よ
び

流
木

の
流

出
を

未
然

に
防

い
で

い
る

）

②
費

用
対

効
果

Ｂ
／

Ｃ
=
5
.1

6
＞

1
.0

③
そ

の
他

の
効

果
・
緊

急
輸

送
道

路
の

被
害

の
防

止
（
国

道
1
6
3
号

）
・
土

砂
災

害
に

対
す

る
地

域
住

民
の

安
心

感
の

向
上

・
経

済
断

面
を

採
用

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
本

堰
堤

の
体

積
を

削
減

し
、

資
材

の
使

用
量

を
削

減
し

た
。

・
残

存
型

枠
の

三
重

県
認

定
リ

サ
イ

ク
ル

製
品

を
活

用
し

、
製

造
過

程
に

お
い

て
天

然
資

源
の

使
用

を
削

減
し

て
い

る
。

・
短

時
間

強
雨

の
発

生
回

数
の

増
加

に
伴

う
土

砂
災

害
の

発
生

リ
ス

ク
が

増
加

、
及

び
人

口
減

少
と

高
齢

者
の

増
加

に
よ

り
、

土
石

流
対

策
事

業
の

重
要

性
が

高
く
な

っ
て

い
る

。

・
回

答
者

の
8
8
％

が
6
0
代

以
上

で
あ

り
、

地
域

の
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

こ
と

が
伺

え
る

。
・
松

ヶ
久

保
川

砂
防

堰
堤

の
整

備
に

よ
り

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

感
じ

て
い

る
回

答
者

は
7
1
％

と
高

く
、

事
業

に
対

し
て

満
足

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

・
災

害
が

発
生

し
た

際
に

利
用

す
る

避
難

場
所

の
認

知
度

は
8
3
％

と
高

い
。

・
津

市
が

土
砂

災
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

公
表

し
て

い
る

こ
と

の
認

知
度

は
6
7
％

と
高

い
。

・
松

ヶ
久

保
川

が
土

石
流

に
よ

る
災

害
が

発
生

す
る

恐
れ

の
あ

る
渓

流
で

あ
る

こ
と

の
認

知
度

は
5
0
％

と
高

く
な

い
。

・
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の

認
知

度
を

向
上

さ
せ

、
避

難
行

動
に

つ
な

げ
る

よ
う

に
、

概
ね

5
年

ご
と

に
行

わ
れ

る
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の

見
直

し
時

に
、

改
め

て
、

土
砂

災
害

警
戒

区
域

の
範

囲
、

意
味

、
土

砂
災

害
発

生
の

可
能

性
、

避
難

行
動

の
必

要
性

等
を

対
象

地
区

住
民

の
方

々
に

繰
り

返
し

説
明

す
る

。

・
安

心
安

全
に

つ
な

げ
る

た
め

に
は

実
効

性
の

あ
る

警
戒

避
難

体
制

の
確

立
が

重
要

で
あ

る
た

め
、

体
制

整
備

の
主

体
で

あ
る

市
を

支
援

す
る

な
ど

、
ソ

フ
ト

対
策

も
進

め
て

い
き

ま
す

。
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（
第

9
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

完
了

年
度

総
事

業
費

当
初

当
初

最
終

最
終

【
全

体
事

業
概

要
】

・
全

体
事

業
費

：
5
3
7
百

万
円

・
堰

堤
工

 1
基

Ｈ
2
6

34
0

事
業

の
効

果
に

つ
い

て
は

評
価

結
果

の
妥

当
性

を
認

め
る

。
本

事
業

の
効

果
に

つ
い

て
、

地
域

住
民

に
十

分
理

解
さ

れ
る

よ
う

努
め

ら
れ

た
い

。

【
事

業
目

的
】

　
本

渓
流

に
お

い
て

、
土

石
流

に
よ

る
土

砂
お

よ
び

流
木

の
流

出
を

未
然

に
防

ぎ
、

人
命

や
財

産
、

公
共

施
設

な
ど

を
保

全
す

る
た

め
、

砂
防

事
業

を
実

施
し

た
。

Ｈ
2
9

53
7

※
再

評
価

実
施

事
業

は
「
前

回
」
と

し
、

再
評

価
時

の
値

を
記

載
す

る
。

そ
れ

以
外

は
「
当

初
」
と

し
、

当
初

計
画

時
の

値
を

記
載

す
る

。

※
　

記
載

注
意

１
　

事
業

名
、

番
号

、
箇

所
名

、
市

町
名

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
２

　
全

体
事

業
概

要
と

目
的

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

、
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
３

　
採

択
年

度
、

完
了

年
度

は
、

英
字

半
角

大
文

字
、

数
字

半
角

文
字

と
し

て
く
だ

さ
い

。
４

　
○

○
の

欄
は

、
再

評
価

未
実

施
の

場
合

は
当

初
と

し
て

当
初

計
画

時
の

内
容

を
、

再
評

価
実

施
済

み
の

場
合

は
前

回
と

し
て

前
回

評
価

時
の

内
容

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
５

　
総

事
業

費
は

百
万

円
単

位
と

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
６

　
事

業
の

効
果

、
事

業
の

環
境

面
へ

の
配

慮
及

び
事

業
に

よ
る

環
境

の
変

化
、

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

県
民

の
意

見
、

今
後

の
課

題
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。
７

　
様

式
は

、
表

計
算

ソ
フ

ト
の

デ
ジ

タ
ル

媒
体

と
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

4
年

度
三

重
県

公
共

事
業

事
後

評
価

箇
所

一
覧

表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

全
体

事
業

概
要

と
目

的
採

択
年

度
事

業
の

効
果

事
業

の
環

境
面

へ
の

配
慮

及
び

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
県

民
の

意
見

今
後

の
課

題
委

員
会

意
見

概
要

事
業

方
針

概
要

砂 防 事 業

50
6

松 の 木 谷 川

津 市 美 杉 町 八 知 須 渕

Ｈ
2
1

①
砂

防
堰

堤
の

完
成

後
、

土
砂

災
害

は
発

生
し

て
い

な
い

。
（
土

石
流

に
よ

る
土

砂
お

よ
び

流
木

の
流

出
を

未
然

に
防

い
で

い
る

）

②
費

用
対

効
果

Ｂ
／

Ｃ
=
1
.0

6
＞

1
.0

③
そ

の
他

の
効

果
・
緊

急
輸

送
道

路
の

被
害

の
防

止
（
県

道
1
5
号

）
・
土

砂
災

害
に

対
す

る
地

域
住

民
の

安
心

感
の

向
上

・
土

石
流

に
伴

う
雲

出
川

の
閉

塞
防

止

・
経

済
断

面
を

採
用

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
本

堰
堤

の
体

積
を

低
減

し
、

資
材

の
使

用
量

を
削

減
し

た
。

・
残

存
型

枠
の

三
重

県
認

定
リ

サ
イ

ク
ル

製
品

を
活

用
し

、
製

造
過

程
に

お
い

て
天

然
資

源
の

使
用

を
削

減
し

て
い

る
。

・
短

時
間

強
雨

の
発

生
回

数
の

増
加

に
伴

う
土

砂
災

害
の

発
生

リ
ス

ク
が

増
加

、
及

び
人

口
減

少
と

高
齢

者
の

割
合

の
増

加
に

よ
り

、
土

石
流

対
策

事
業

の
重

要
性

が
高

く
な

っ
て

い
る

。

・
回

答
者

の
9
0
％

が
6
0
代

以
上

で
あ

り
、

地
域

の
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

こ
と

が
伺

え
る

。
・
松

の
木

谷
川

砂
防

堰
堤

の
整

備
に

よ
り

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

感
じ

て
い

る
回

答
者

は
4
7
％

で
あ

る
。

そ
の

一
方

で
、

4
2
％

の
方

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

思
わ

な
い

と
回

答
し

て
お

り
、

土
石

流
に

対
す

る
不

安
が

拭
い

き
れ

て
い

な
い

方
も

一
定

数
い

る
。

・
津

市
が

土
砂

災
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

公
表

し
て

い
る

こ
と

の
認

知
度

は
8
4
％

と
高

い
。

・
松

の
木

谷
川

が
土

石
流

に
よ

る
災

害
が

発
生

す
る

恐
れ

の
あ

る
渓

流
で

あ
る

こ
と

の
認

知
度

は
6
8
％

と
高

い
。

・
実

効
性

の
あ

る
警

戒
避

難
体

制
を

確
立

す
る

た
め

、
過

疎
化

地
区

や
高

齢
化

地
区

に
お

け
る

警
戒

避
難

体
制

整
備

の
先

進
事

例
を

紹
介

す
る

な
ど

に
よ

り
、

警
戒

避
難

体
制

整
備

の
主

体
で

あ
る

津
市

を
支

援
し

て
い

く
。

・
地

域
住

民
に

向
け

、
砂

防
堰

堤
の

整
備

が
土

砂
災

害
を

未
然

に
防

止
し

た
効

果
事

例
の

情
報

発
信

を
行

い
、

本
事

業
の

施
設

効
果

を
理

解
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
努

め
て

い
き

ま
す

。
・
安

心
安

全
に

つ
な

げ
る

た
め

に
は

実
効

性
の

あ
る

警
戒

避
難

体
制

の
確

立
が

重
要

で
あ

る
た

め
、

体
制

整
備

の
主

体
で

あ
る

市
を

支
援

す
る

な
ど

、
ソ

フ
ト

対
策

も
進

め
て

い
き

ま
す

。
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（
単

位
：
百

万
円

）

完
了

年
度

総
事

業
費

当
初

当
初

最
終

最
終

【
全

体
事

業
概

要
】

・
全

体
事

業
費

：
5
3
7
百

万
円

・
堰

堤
工

1
基

H
28

50
0

事
業

の
効

果
に

つ
い

て
は

評
価

結
果

の
妥

当
性

を
認

め
る

。

【
事

業
目

的
】

　
本

渓
流

に
お

い
て

、
土

石
流

に
よ

る
土

砂
お

よ
び

流
木

の
流

出
を

未
然

に
防

ぎ
、

人
命

や
財

産
、

公
共

施
設

な
ど

を
保

全
す

る
た

め
、

砂
防

事
業

を
実

施
し

た
。

H
29

53
7

※
再

評
価

実
施

事
業

は
「
前

回
」
と

し
、

再
評

価
時

の
値

を
記

載
す

る
。

そ
れ

以
外

は
「
当

初
」
と

し
、

当
初

計
画

時
の

値
を

記
載

す
る

。

１
　

事
業

名
、

番
号

、
箇

所
名

、
市

町
名

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。

２
　

全
体

事
業

概
要

と
目

的
は

、
説

明
資

料
か

ら
要

旨
の

み
を

抜
粋

し
、

可
能

な
限

り
箇

条
書

き
と

し
て

く
だ

さ
い

。

３
　

採
択

年
度

、
完

了
年

度
は

、
英

字
半

角
大

文
字

、
数

字
半

角
文

字
と

し
て

く
だ

さ
い

。

４
　

○
○

の
欄

は
、

再
評

価
未

実
施

の
場

合
は

当
初

と
し

て
当

初
計

画
時

の
内

容
を

、
再

評
価

実
施

済
み

の
場

合
は

前
回

と
し

て
前

回
評

価
時

の
内

容
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

５
　

総
事

業
費

は
百

万
円

単
位

と
し

、
数

字
半

角
文

字
と

し
ま

す
。

６
　

事
業

の
効

果
、

事
業

の
環

境
面

へ
の

配
慮

及
び

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

、
事

業
を

巡
る

社
会

経
済

情
勢

等
の

変
化

、
県

民
の

意
見

、
今

後
の

課
題

等
は

、
説

明
資

料
か

ら
要

旨
の

み
を

抜
粋

し
て

く
だ

さ
い

。

７
　

様
式

は
、

表
計

算
ソ

フ
ト

の
デ

ジ
タ

ル
媒

体
と

し
て

く
だ

さ
い

。

（
第

9
号

様
式

）

令
和

４
年

度
三

重
県

公
共

事
業

事
後

評
価

箇
所

一
覧

表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

全
体

事
業

概
要

と
目

的
採

択
年

度
事

業
の

効
果

事
業

の
環

境
面

へ
の

配
慮

及
び

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
県

民
の

意
見

今
後

の
課

題
委

員
会

意
見

概
要

事
業

方
針

概
要

砂 防 事 業

50
7

奥 西 谷

熊 野 市 新 鹿 町 奥

・
安

心
安

全
に

つ
な

げ
る

た
め

に
は

実
効

性
の

あ
る

警
戒

避
難

体
制

の
確

立
が

重
要

で
あ

る
た

め
、

体
制

整
備

の
主

体
で

あ
る

市
を

支
援

す
る

な
ど

、
ソ

フ
ト

対
策

も
進

め
て

い
き

ま
す

。

H
20

①
砂

防
堰

堤
の

完
成

後
、

土
砂

災
害

は
発

生
し

て
い

な
い

。
（
土

石
流

に
よ

る
土

砂
お

よ
び

流
木

の
流

出
を

未
然

に
防

い
で

い
る

）

②
費

用
対

効
果

B
/
C

 =
3
.9

9
 ＞

 1
.0

③
そ

の
他

の
効

果
・
緊

急
輸

送
道

の
被

害
の

防
止

（
国

道
4
2
号

）
・
土

砂
災

害
に

対
す

る
地

域
住

民
の

安
心

感
の

向
上

・
自

然
斜

面
の

早
期

回
復

を
図

り
、

埋
戻

部
に

緑
化

工
を

施
す

と
い

っ
た

環
境

に
配

慮
し

た
工

法
を

採
用

し
た

。
・
堰

堤
前

面
の

樹
木

を
残

置
し

、
熊

野
尾

鷲
道

路
や

集
落

か
ら

堰
堤

の
存

在
が

目
立

た
な

い
よ

う
に

景
観

に
配

慮
し

た
。

・
短

時
間

強
雨

の
発

生
回

数
の

増
加

に
伴

う
土

砂
災

害
の

発
生

リ
ス

ク
が

増
加

、
及

び
高

齢
者

の
増

加
に

よ
り

、
土

石
流

対
策

事
業

の
重

要
性

が
高

く
な

っ
て

い
る

。
・
下

流
に

は
海

水
浴

場
が

あ
り

、
堰

堤
直

下
流

に
あ

る
国

道
4
2
号

熊
野

尾
鷲

道
路

が
訪

問
の

手
段

と
し

て
重

要
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

本
堰

堤
に

よ
る

土
石

流
か

ら
の

保
護

が
重

要
と

な
っ

て
い

る
。

・
回

答
者

全
員

が
6
0
代

以
上

で
あ

り
、

地
域

の
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

こ
と

が
伺

え
る

。
・
奥

西
谷

砂
防

堰
堤

の
整

備
に

よ
り

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

感
じ

て
い

る
回

答
者

は
6
0
％

で
あ

る
。

・
三

重
県

土
砂

災
害

情
報

提
供

シ
ス

テ
ム

の
認

識
度

は
2
0
％

と
な

っ
て

お
り

、
さ

ら
な

る
周

知
が

必
要

で
あ

る
。

・
今

後
の

土
砂

対
策

と
し

て
ハ

－
ド

・
ソ

フ
ト

の
双

方
か

ら
推

進
す

べ
き

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
住

民
が

多
数

で
あ

る
。

・
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の

さ
ら

な
る

周
知

を
行

う
。

・
三

重
県

土
砂

災
害

情
報

提
供

シ
ス

テ
ム

の
さ

ら
な

る
周

知
を

行
う

。
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（
第

9
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

完
了

年
度

総
事

業
費

前
回

前
回

最
終

最
終

【
全

体
事

業
概

要
】

堤
防

工
　

耐
震

補
強

L
=1

,3
9
8m

　
波

返
し

L
=1

,3
9
8m

H
29

4,
31

9

【
事

業
目

的
】

　
長

島
地

区
海

岸
は

、
伊

勢
湾

に
面

し
、

三
重

県
と

愛
知

県
の

県
境

付
近

を
流

れ
る

木
曽

川
と

揖
斐

川
に

挟
ま

れ
た

場
所

に
位

置
し

ま
す

。
背

後
地

の
桑

名
市

長
島

町
は

、
海

抜
ゼ

ロ
メ

ー
ト

ル
地

帯
が

広
が

っ
て

お
り

、
ま

た
内

閣
府

が
指

定
し

た
、

南
海

ト
ラ

フ
地

震
防

災
対

策
推

進
地

域
に

な
っ

て
い

ま
す

。
　

当
海

岸
の

海
岸

保
全

施
設

は
、

耐
震

性
能

調
査

の
結

果
、

地
震

に
よ

り
液

状
化

の
危

険
性

が
高

い
地

盤
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
た

め
、

地
震

で
堤

防
が

崩
壊

・
沈

下
し

た
場

合
、

そ
の

後
の

津
波

・
高

波
・
高

潮
に

よ
り

背
後

地
の

ナ
ガ

シ
マ

リ
ゾ

ー
ト

や
住

宅
等

に
甚

大
な

浸
水

被
害

が
想

定
さ

れ
ま

し
た

。
　

そ
の

た
め

、
地

震
に

よ
る

堤
防

の
崩

壊
・
沈

下
を

防
ぎ

、
そ

の
後

の
津

波
・
高

波
・
高

潮
か

ら
背

後
地

の
生

命
・
財

産
を

守
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、

H
29

4,
37

5

※
再

評
価

実
施

事
業

は
「
前

回
」
と

し
、

再
評

価
時

の
値

を
記

載
す

る
。

そ
れ

以
外

は
「
当

初
」
と

し
、

当
初

計
画

時
の

値
を

記
載

す
る

。

※
　

記
載

注
意

１
　

事
業

名
、

番
号

、
箇

所
名

、
市

町
名

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
２

　
全

体
事

業
概

要
と

目
的

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

、
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
３

　
採

択
年

度
、

完
了

年
度

は
、

英
字

半
角

大
文

字
、

数
字

半
角

文
字

と
し

て
く
だ

さ
い

。
４

　
○

○
の

欄
は

、
再

評
価

未
実

施
の

場
合

は
当

初
と

し
て

当
初

計
画

時
の

内
容

を
、

再
評

価
実

施
済

み
の

場
合

は
前

回
と

し
て

前
回

評
価

時
の

内
容

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
５

　
総

事
業

費
は

百
万

円
単

位
と

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
６

　
事

業
の

効
果

、
事

業
の

環
境

面
へ

の
配

慮
及

び
事

業
に

よ
る

環
境

の
変

化
、

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

県
民

の
意

見
、

今
後

の
課

題
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。
７

　
様

式
は

、
表

計
算

ソ
フ

ト
の

デ
ジ

タ
ル

媒
体

と
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

４
年

度
三

重
県

公
共

事
業

事
後

評
価

箇
所

一
覧

表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

全
体

事
業

概
要

と
目

的
採

択
年

度
事

業
の

効
果

事
業

の
環

境
面

へ
の

配
慮

及
び

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
県

民
の

意
見

今
後

の
課

題
委

員
会

意
見

概
要

事
業

方
針

概
要

海 岸 事 業

50
8

長 島 地 区 海 岸

桑 名 市
H

19

施
設

の
整

備
効

果
が

十
分

に
発

揮
さ

れ
る

よ
う

、
長

寿
命

化
計

画
に

基
づ

き
、

定
期

的
な

巡
視

・
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
管

理
を

行
い

ま
す

。

【
事

業
の

効
果

】
　

整
備

前
は

、
地

震
に

伴
う

液
状

化
に

よ
り

堤
防

が
崩

壊
・
沈

下
し

、
そ

の
状

況
で

高
波

や
高

潮
な

ど
の

異
常

気
象

が
来

襲
す

る
と

、
家

屋
な

ど
に

浸
水

被
害

が
生

じ
る

と
共

に
、

住
民

の
生

命
に

危
険

が
及

ぶ
可

能
性

が
あ

り
ま

し
た

。
　

堤
防

の
耐

震
補

強
に

よ
り

、
地

震
に

よ
る

堤
防

の
崩

壊
・
沈

下
が

防
止

さ
れ

ま
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

高
波

や
高

潮
な

ど
が

堤
内

地
に

浸
入

す
る

こ
と

を
防

ぎ
、

家
屋

な
ど

の
浸

水
被

害
を

防
止

し
、

住
民

の
安

全
が

確
保

さ
れ

ま
し

た
。

【
事

業
効

果
の

評
価

】
　

B
/
C

 =
 1

2
.5

1

　
昭

和
5
9
年

か
ら

令
和

2
年

ま
で

の
伊

勢
湾

に
お

け
る

化
学

的
酸

素
要

求
量

（
C

O
D

）
の

濃
度

を
確

認
し

ま
し

た
。

　
平

成
1
9
年

の
事

業
開

始
以

降
、

C
O

D
は

増
加

傾
向

に
な

く
、

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

は
あ

り
ま

せ
ん

。

　
堤

防
背

後
の

商
業

施
設

の
年

間
入

込
客

数
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の

感
染

拡
大

前
の

令
和

元
年

ま
で

三
重

県
内

の
観

光
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
施

設
で

最
大

の
約

1
5
0
0
万

人
前

後
で

推
移

し
て

お
り

、
桑

名
市

長
島

町
の

世
帯

数
も

増
加

傾
向

で
す

。
　

桑
名

市
で

は
、

自
主

防
災

訓
練

や
防

災
学

習
を

毎
年

実
施

し
て

お
り

、
令

和
3
年

度
は

長
島

地
区

で
自

主
防

災
訓

練
に

3
2
7

人
、

防
災

学
習

に
5
8
2
人

が
参

加
し

ま
し

た
。

ま
た

、
桑

名
市

長
島

町
南

部
の

伊
曽

島
地

区
で

は
、

一
時

的
な

津
波

避
難

施
設

と
し

て
「
津

波
避

難
誘

導
デ

ッ
キ

（
仮

称
）
」

の
整

備
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

【
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
概

要
】

　
長

島
地

区
の

住
民

お
よ

び
周

辺
地

域
の

桑
名

市
・

木
曽

岬
町

の
住

民
に

対
し

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

ま
し

た
。

　
紙

媒
体

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
加

え
、

W
e
bア

ン
ケ

ー
ト

も
実

施
し

ま
し

た
。

長
島

地
区

の
住

民
を

対
象

に
し

た
紙

媒
体

の
ア

ン
ケ

ー
ト

は
3
1
5
部

、
周

辺
地

域
の

住
民

を
対

象
に

し
た

W
e
bア

ン
ケ

ー
ト

は
2
5
0
部

、
合

計
5
6
5
部

の
回

答
が

集
ま

り
ま

し
た

。

【
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
①

長
島

地
区

の
住

民
　

事
業

の
認

知
度

：
6
7
%

　
安

心
感

の
向

上
：
5
1
%

　
事

業
の

満
足

度
：
4
8
%

　
長

島
地

区
の

住
民

か
ら

は
高

台
の

避
難

所
の

整
備

な
ど

の
要

望
が

あ
り

ま
し

た
。

②
周

辺
地

域
の

住
民

　
事

業
の

認
知

度
：
2
1
%

　
安

心
感

の
向

上
：
6
4
%

　
事

業
の

満
足

度
：
5
0
%

　
周

辺
地

域
の

住
民

か
ら

【
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

等
の

懸
念

事
項

】
・
長

島
地

区
の

住
民

か
ら

高
台

の
避

難
所

を
の

整
備

が
要

望
さ

れ
た

。
・
周

辺
地

域
の

住
民

か
ら

避
難

訓
練

や
啓

蒙
活

動
の

実
施

が
要

望
さ

れ
た

。
・
パ

ト
ロ

ー
ル

や
維

持
管

理
の

内
容

に
つ

い
て

住
民

に
紹

介
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
対

応
事

項
】

・
津

波
発

生
時

の
早

急
な

避
難

の
必

要
性

に
つ

い
て

引
き

続
き

説
明

し
て

い
く
。

・
堤

防
等

の
ハ

ー
ド

対
策

に
加

え
、

避
難

訓
練

の
実

施
な

ど
ソ

フ
ト

対
策

を
組

み
合

わ
せ

た
防

災
対

策
を

実
施

し
て

い
く
。

・
施

設
の

効
果

が
十

分
に

発
揮

で
き

る
よ

う
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
し

て
い

く
。

事
業

の
効

果
に

つ
い

て
は

評
価

結
果

の
妥

当
性

を
認

め
る

。
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（
第

9
号

様
式

）

（
単

位
：
百

万
円

）

完
了

年
度

総
事

業
費

前
回

前
回

最
終

最
終

【
全

体
事

業
概

要
】

離
岸

堤
　

：
3
基

（
3
0
0
m

）
養

浜
　

：
6
2
,3

0
0
m

3
堤

防
（
補

強
）

　
：
4
0
0
m

堤
防

（
地

盤
改

良
）

　
：
2
0
0
m

H
2
9

2
,1

0
0

【
事

業
目

的
】

　
磯

津
地

区
海

岸
の

海
岸

保
全

施
設

は
、

伊
勢

湾
台

風
後

の
築

造
か

ら
既

に
5
0
年

以
上

が
経

過
し

、
堤

防
の

老
朽

化
（
表

法
面

の
ひ

び
割

れ
や

堤
体

の
沈

下
等

）
が

著
し

く
生

じ
て

い
ま

し
た

。
ま

た
、

波
浪

に
よ

る
海

岸
侵

食
に

さ
ら

さ
れ

て
お

り
、

年
々

汀
線

が
後

退
し

て
い

ま
し

た
。

　
そ

の
た

め
、

高
潮

や
高

波
等

か
ら

背
後

地
の

生
命

・
財

産
を

守
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
堤

防
補

強
に

よ
る

老
朽

化
対

策
、

地
盤

改
良

に
よ

る
地

震
対

策
及

び
離

岸
堤

の
整

備
と

養
浜

に
よ

る
侵

食
対

策
を

実
施

し
ま

し
た

。

H
2
9

1
,0

4
8

※
再

評
価

実
施

事
業

は
「
前

回
」
と

し
、

再
評

価
時

の
値

を
記

載
す

る
。

そ
れ

以
外

は
「
当

初
」
と

し
、

当
初

計
画

時
の

値
を

記
載

す
る

。

※
　

記
載

注
意

１
　

事
業

名
、

番
号

、
箇

所
名

、
市

町
名

は
、

第
２

号
様

式
に

準
じ

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
２

　
全

体
事

業
概

要
と

目
的

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

、
可

能
な

限
り

箇
条

書
き

と
し

て
く
だ

さ
い

。
３

　
採

択
年

度
、

完
了

年
度

は
、

英
字

半
角

大
文

字
、

数
字

半
角

文
字

と
し

て
く
だ

さ
い

。
４

　
○

○
の

欄
は

、
再

評
価

未
実

施
の

場
合

は
当

初
と

し
て

当
初

計
画

時
の

内
容

を
、

再
評

価
実

施
済

み
の

場
合

は
前

回
と

し
て

前
回

評
価

時
の

内
容

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
５

　
総

事
業

費
は

百
万

円
単

位
と

し
、

数
字

半
角

文
字

と
し

ま
す

。
６

　
事

業
の

効
果

、
事

業
の

環
境

面
へ

の
配

慮
及

び
事

業
に

よ
る

環
境

の
変

化
、

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
、

県
民

の
意

見
、

今
後

の
課

題
等

は
、

説
明

資
料

か
ら

要
旨

の
み

を
抜

粋
し

て
く
だ

さ
い

。
７

　
様

式
は

、
表

計
算

ソ
フ

ト
の

デ
ジ

タ
ル

媒
体

と
し

て
く
だ

さ
い

。

令
和

４
年

度
三

重
県

公
共

事
業

事
後

評
価

箇
所

一
覧

表

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

全
体

事
業

概
要

と
目

的
採

択
年

度
事

業
の

効
果

事
業

の
環

境
面

へ
の

配
慮

及
び

事
業

に
よ

る
環

境
の

変
化

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化
県

民
の

意
見

今
後

の
課

題
委

員
会

意
見

概
要

事
業

方
針

概
要

海 岸 事 業

5
0
9

磯 津 地 区 海 岸

四 日 市 市

H
1
6

施
設

の
整

備
効

果
が

十
分

に
発

揮
さ

れ
る

よ
う

、
長

寿
命

化
計

画
に

基
づ

き
、

定
期

的
な

巡
視

・
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
管

理
を

行
い

ま
す

。

【
事

業
の

効
果

】
　

整
備

前
は

、
高

潮
や

高
波

等
に

よ
り

海
水

が
堤

防
を

越
え

て
浸

水
し

、
家

屋
な

ど
に

被
害

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

り
ま

し
た

。
ま

た
、

地
震

時
に

は
液

状
化

に
よ

り
堤

防
が

沈
下

し
、

浸
水

被
害

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
し

た
。

　
離

岸
堤

及
び

養
浜

の
整

備
に

よ
り

、
波

の
高

さ
を

抑
え

る
と

と
も

に
、

砂
浜

の
侵

食
を

防
ぐ

こ
と

が
可

能
と

な
り

ま
し

た
。

ま
た

、
堤

防
の

嵩
上

げ
と

法
面

補
強

を
行

い
、

高
潮

や
高

波
等

に
よ

る
浸

水
の

防
止

を
図

り
、

さ
ら

に
は

、
地

盤
改

良
を

行
い

、
地

震
時

の
液

状
化

に
よ

る
堤

防
の

沈
下

を
防

ぐ
こ

と
で

、
浸

水
被

害
を

防
止

し
ま

し
た

。

【
事

業
効

果
の

評
価

】
B

/
C

=7
.5

6

　
平

成
1
2
年

度
か

ら
令

和
2
年

度
ま

で
の

近
隣

の
水

質
調

査
の

結
果

に
つ

い
て

確
認

し
ま

し
た

。
　

近
隣

の
観

測
点

で
あ

る
、

四
日

市
鈴

鹿
（
甲

）
S

t4
の

C
O

D
（
化

学
的

酸
素

要
求

量
）
は

、
年

に
よ

っ
て

基
準

値
を

前
後

し
て

い
る

も
の

の
、

事
業

期
間

内
及

び
事

業
完

了
後

に
お

い
て

、
傾

向
に

大
き

な
変

動
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
よ

っ
て

、
事

業
実

施
に

伴
う

水
質

の
変

化
は

な
い

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

　
磯

津
地

区
の

世
帯

数
に

大
き

な
変

化
は

な
く
、

背
後

地
に

は
依

然
と

し
て

家
屋

や
事

業
所

等
が

密
集

し
て

い
ま

す
。

　
紙

媒
体

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
約

５
３

％
、

W
e
bア

ン
ケ

ー
ト

で
は

約
５

７
％

が
「
安

心
感

が
増

し
た

」
と

回
答

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。

【
事

業
効

果
に

対
す

る
意

見
】

・
台

風
で

波
が

堤
防

を
越

え
な

く
な

っ
た

。
・
昔

の
砂

浜
が

戻
っ

て
き

て
嬉

し
い

。
・
地

域
住

民
が

安
心

し
て

生
活

し
て

い
け

る
よ

う
に

し
て

く
れ

た
こ

と
に

感
謝

し
て

い
る

。
・
散

歩
し

や
す

く
な

り
満

足
し

て
い

る
。

【
改

善
・
要

望
等

に
対

す
る

意
見

】
・
大

地
震

や
津

波
に

対
し

て
不

安
で

あ
る

。
・
砂

浜
部

の
雑

草
・
大

雨
の

後
な

ど
の

流
木

、
ゴ

ミ
類

の
漂

着
が

多
く
、

こ
れ

ら
の

除
草

や
除

去
を

し
て

ほ
し

い
。

・
整

備
し

た
施

設
の

維
持

管
理

を
し

っ
か

り
し

て
ほ

し
い

。

・
 想

定
外

と
言

わ
れ

る
よ

う
な

大
地

震
や

津
波

に
対

し
て

不
安

で
あ

る
と

い
っ

た
意

見
が

あ
る

た
め

、
ハ

ー
ド

対
策

の
み

で
は

限
界

が
あ

り
、

ソ
フ

ト
対

策
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

て
い

き
ま

す
。

・
 砂

浜
へ

の
流

木
や

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

等
の

漂
着

物
や

、
堤

防
付

近
の

草
木

が
目

立
ち

、
利

用
・
環

境
に

関
し

て
改

善
し

て
ほ

し
い

と
の

声
が

あ
る

た
め

、
ご

み
処

理
や

除
草

な
ど

を
行

い
、

環
境

の
美

化
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
・
 施

設
の

維
持

管
理

を
し

っ
か

り
し

て
ほ

し
い

と
の

意
見

が
あ

る
た

め
、

施
設

の
効

果
が

十
分

に
発

揮
さ

れ
る

た
め

の
適

切
な

維
持

管
理

を
行

い
ま

す
。

事
業

の
効

果
に

つ
い

て
は

評
価

結
果

の
妥

当
性

を
認

め
る

。
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（
添
付
フ
ァ
イ
ル
　
第
9
号
様
式
）

（
単
位
：
百
万
円
）

完
了
年
度
総
事
業
費

前
回
※
4
前
回
※
4

最
終

最
終

【
全
体
事
業
概
要
】

延
長
　
L
=
4
6
0
m

除
去
踏
切
　
N
=
4
箇
所

H
29

10
,5
65

今
回
、
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

５
１
０
番
の
事
業
の
効
果
に
つ

い
て
は
評
価
結
果
の
妥
当
性

を
認
め
る
。

新
た
に
発
生
し
た
川
原
町
駅

付
近
の
交
通
不
安
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
、
地
元
自
治
体
、

関
係
機
関
等
と
協
議
を
行
い

解
決
に
努
め
ら
れ
た
い
。

【
事
業
目
的
】

鉄
道
高
架
化
に
よ
る
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
と
踏
切
除
去
と
道
路
拡
幅

に
よ
る
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確

保

R
2

10
,6
55

※
再
評
価
実
施
事
業
は
「
前
回
」
と
し
、
再
評
価
時
の
値
を
記
載
す
る
。
そ
れ
以
外
は
「
当
初
」
と
し
、
当
初
計
画
時
の
値
を
記
載
す
る
。

※
　
記
載
注
意

１
　
事
業
名
、
番
号
、
箇
所
名
、
市
町
名
は
、
第
２
号
様
式
に
準
じ
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
全
体
事
業
概
要
と
目
的
は
、
説
明
資
料
か
ら
要
旨
の
み
を
抜
粋
し
、
可
能
な
限
り
箇
条
書
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
採
択
年
度
、
完
了
年
度
は
、
英
字
半
角
大
文
字
、
数
字
半
角
文
字
と
し
て
く
だ
さ
い
。

４
　
○
○
の
欄
は
、
再
評
価
未
実
施
の
場
合
は
当
初
と
し
て
当
初
計
画
時
の
内
容
を
、
再
評
価
実
施
済
み
の
場
合
は
前
回
と
し
て
前
回
評
価
時
の
内
容
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

５
　
総
事
業
費
は
百
万
円
単
位
と
し
、
数
字
半
角
文
字
と
し
ま
す
。

６
　
事
業
の
効
果
、
事
業
の
環
境
面
へ
の
配
慮
及
び
事
業
に
よ
る
環
境
の
変
化
、
事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
、
県
民
の
意
見
、
今
後
の
課
題
等
は
、
説
明
資
料
か
ら
要
旨
の
み
を
抜
粋
し
て
く
だ
さ
い
。

７
　
様
式
は
、
表
計
算
ソ
フ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
媒
体
と
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
三
重
県
公
共
事
業
事
後
評
価
箇
所
一
覧
表
（
県
事
業
）

事 業 名

番 号

箇 所 名

市 町 名

全
体
事
業
概
要
と
目
的

採
択
年

度
事
業
の
効
果

事
業
の
環
境
面
へ
の
配
慮

及
び
事
業
に
よ
る
環
境
の

変
化

事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情

勢
等
の
変
化

県
民
の
意
見

今
後
の
課
題

委
員
会
意
見
概
要

事
業
方
針
概
要

街 路 事 業

５ １ ０

近 鉄 名 古 屋 線 河 原 町 駅 付 近 （ 連 続 立 体 交 差 ）

四 日 市 市

H
18

■
費
用
便
益
費

Ｂ
/
Ｃ
＝
1
.4
（
前
回
1
.5
）

■
そ
の
他
の
効
果

・
近
隣
の
公
園
が
防
災
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
、
河
原
町
駅

前
に
は
駅
前
広
場
が
整
備
さ

れ
た
。
ま
た
鉄
道
の
高
架
下

に
は
防
災
倉
庫
や
駐
輪
場
な

ど
が
整
備
さ
れ
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん

だ
。

・
鉄
道
の
高
架
化
に
よ
り
往
来

が
し
や
す
く
な
り
、
東
西
地
区

の
連
携
強
化
や
新
た
な
交
流

が
図
ら
れ
て
い
る
。

・
物
流
会
社
に
お
い
て
、
踏
切

の
除
去
に
よ
り
、
効
率
的
な
配

送
エ
リ
ア
の
設
定
が
可
能
に

な
っ
た
。
線
路
を
挟
ん
だ
東
西

を
円
滑
に
移
動
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
宅
配
等
の
物

流
効
率
化
、
従
事
者
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

連
続
立
体
交
差
事
業
に
合
わ

せ
て
駅
前
広
場
・
公
園
整
備

が
進
み
、
緑
あ
る
憩
い
の
場

が
創
出
さ
れ
た
。

周
辺
エ
リ
ア
の
人
口
及
び
世

帯
数
が
増
加
、
川
原
町
駅
の

鉄
道
乗
降
客
数
も
増
加
し
て

い
ま
す
（
コ
ロ
ナ
禍
迄
）
。

今
後
も
道
路
利
用
者
が
増
加

す
る
と
考
え
ら
れ
、
更
な
る
効

果
発
現
が
期
待
さ
れ
る
。

近
鉄
名
古
屋
線
河
原
町
駅
付

近
連
続
立
体
交
差
事
業
の
意

見
と
し
て
事
業
箇
所
周
辺
の

2
,0
4
3
世
帯
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を

配
布
す
る
と
と
も
に
、
W
E
B
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
1
,0
0
8
通
の
回

答
が
得
ら
れ
た
。
W
E
B
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
4
1
6
名

の
方
か
ら
ご
回
答
が
得
ら
れ

た
。
地
域
住
民
の
約
7
9
%
道
路

利
用
者
W
E
B
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

約
7
0
%
が
満
足
と
回
答
し
て
い

る
。

ま
た
、
利
便
性
向
上
の
視
点

か
ら
、
関
係
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
た
。
以
下
は
関

係
機
関
の
意
見
で
あ
る
。

・
踏
切
の
除
去
に
よ
り
、
時
間

短
縮
と
と
も
に
安
静
な
救
急
搬

送
が
可
能
と
な
っ
た
（
四
日
市

市
消
防
本
部
）

・
輸
送
効
率
が
向
上
し
、
特
に

夕
方
の
宅
配
・
集
荷
の
時
間

が
短
縮
さ
れ
た
（
運
輸
事
業

者
）

・
踏
切
事
故
や
異
常
検
知
の

リ
ス
ク
が
解
消
さ
れ
鉄
道
の

定
時
運
行
が
向
上
し
た
（
近
畿

日
本
鉄
道
）

・
線
路
を
ま
た
い
だ
往
来
が
し

や
す
く
な
り
、
地
区
間
の
交
流

機
会
が
増
え
た
（
自
治
会
）

・
通
学
路
の
安
全
性
が
向
上

し
た
（
小
学
校
）

・
踏
切
除
去
に
よ
り
車
両
の
速

度
が
上
昇
し
、
危
険
に
感
じ
る

・
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
利
用
せ

ず
路
上
で
送
迎
の
駐
停
車
が

あ
り
、
歩
行
者
見
え
づ
ら
く
危

な
い
→
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、

今
後
関
連
機
関
と
協
議
を
行

い
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
(都
)川
原
町
駅
前
線
の
整

備
後
に
交
通
量
が
増
え
、
車

の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
道
路
横
断
者
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
は
、
当
該
市

道
が
通
過
交
通
は
比
較
的
少

な
い
も
の
の
周
辺
住
民
の
利

用
す
る
生
活
道
路
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
所
管
す
る
四
日
市
南

警
察
署
に
速
度
取
り
締
ま
り

強
化
の
要
望
を
道
路
管
理
者

で
あ
る
四
日
市
市
と
と
も
に
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
整
備
さ
れ
た

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
利
用
せ
ず

に
当
該
市
道
路
肩
に
路
上
駐

車
に
よ
り
送
迎
し
て
い
る
車
が

多
く
、
歩
行
者
が
見
え
づ
ら
く

て
危
な
い
と
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
現
地
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
駐
停
車
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
横
断
歩
道
部

周
辺
に
一
定
数
見
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
所
管
す
る
四
日
市
南

警
察
署
に
協
議
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
以
前
よ
り
所
管
す
る
駐
在

所
に
よ
り
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
と
の
情
報
を
得
ま
し
た
の

で
、
引
き
続
き
注
意
喚
起
及

び
取
り
締
ま
り
の
継
続
を
道
路

管
理
者
で
あ
る
四
日
市
市
と

と
も
に
要
望
し
ま
し
た
。
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